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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　四級アンモニウム化合物と、水と、以下の式のうち１つに係る化合物とを含む、ソルフ
ァクタント組成物：
【化１】

　（式中、Ｒzは１～２５個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｍ1

及び／又はｍ2は１～２５である）、又は
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【化２】

　（式中、Ｒzは１～２５個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｎ1

及び／又はｎ2は１～２５であり、ｍ1及び／又はｍ2は１～２５である）、又は
【化３】

　（式中、Ｒzは１～２５個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｎ1

及び／又はｎ2は１～２５であり、ｍ1及び／又はｍ2は１～２５である）であって、
　該組成物は消毒組成物である、組成物。
【請求項２】
　Ｒzが、１～２０個の炭素原子を有する分岐鎖アルキル基である、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　Ｒzが、１～２０個の炭素原子を有する直鎖アルキル基である、請求項１に記載の組成
物。
【請求項４】
　該化合物の２つのエトキシル化末端間でエトキシル化度が変動し得る、請求項１に記載
の組成物。
【請求項５】
　ｎ1及び／又はｎ2が１～１０であり、かつ該ソルファクタントが、２００～１０，００
０の分子量を有する、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　四級アンモニウム化合物と、水と、以下の式のうち１つに係る化合物とを含む、ソルフ
ァクタント組成物：
【化４】
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　（式中、Ｒzは１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｍ1

及び／又はｍ2は１～２０である）、又は
【化５】

　（式中、Ｒzは１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｎ1

及び／又はｎ2は１～２０であり、ｍ1及び／又はｍ2は１～２０である）、又は

【化６】

　（式中、Ｒzは１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｎ1

及び／又はｎ2は１～２０であり、ｍ1及び／又はｍ2は１～２０である）であって、
　該化合物の分子量は２００～１０，０００であり、
　該化合物は、少なくとも部分的に水溶性であり、
　該組成物は消毒組成物である、組成物。
【請求項７】
　Ｒzが、分岐鎖アルキル基である、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｒzが、直鎖アルキル基である、請求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　該化合物の２つのエトキシル化末端間でエトキシル化度が変動する、請求項６に記載の
組成物。
【請求項１０】
　表面、物品、及び／又は基質に、請求項１の組成物を接触させることを含む、消毒組成
物を使用する方法。
【請求項１１】
　該表面に、０．１ｇ／Ｌ～１００ｇ／Ｌに希釈された濃縮物を有する該組成物の使用溶
液が接触させられる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　該組成物の使用溶液が、４℃～６０℃の温度で適用される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　該表面が、床、カウンタートップ、シンク、又は他の建築物の硬質表面である、請求項
１０に記載の方法。
【請求項１４】
　該物品又は表面が、セラミック、ガラス、金属、木材、又は硬質プラスチックである、
請求項１０に記載の方法。
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【請求項１５】
　該基質が布帛又は布地である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　該組成物が、ゲル、液体、及び泡を含む群から選択される形態である、請求項１０に記
載の方法。
【請求項１７】
　該組成物が、抗微生物剤、滅菌剤、消毒剤、殺菌剤、保存剤、脱臭剤、防腐剤、殺真菌
剤、殺病原体剤、殺胞子剤、殺ウイルス剤、水なし手消毒剤、術前又は術後スクラブ、食
品及び／又は加工処理製品、又はパーソナルケア組成物である、請求項１０に記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、溶媒及び界面活性剤の両方としての効力を有する新規ソルファクタント化合
物に関する。特に本発明は、新規グリセリンエーテルエトキシレート化合物と、これらを
用いる組成物と、これらの化合物を使用する方法と、に関する。本発明の化合物は、種々
の処方で抗微生物剤及び／又は消毒剤として使用することができる。本発明の化合物はま
た、溶媒及び／又はヒドロトロープとしての使用に適している。
【背景技術】
【０００２】
　改良された界面活性特性を有する新規界面活性剤に対する、継続的な必要性が存在する
。界面活性剤に対する望ましい改良には、可溶化、ゲル形成、泡の生成、及び／又は曇り
点に影響を与える特性が挙げられる。具体的には、低使用レベルで低表面張力を有する界
面活性剤を用いる能力、及び／又は界面活性剤の発泡特性を制御する能力は、大きな工業
的重要性を有する。界面活性剤の基本的性質及び実際の適用の広範な考察は、Ｋｉｒｋ　
Ｏｔｈｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｙ，　Ｆｏｕｒｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，　Ｖｏｌｕｍｅ　２３，　ｐｐ．　４７７－５
４１（これは、その全体が、参照することにより本明細書に組み込まれる）に見ることが
できる。
【０００３】
　グリセリンエーテルは、新しいクラスの新たに出現した溶媒を表し、グリセリン誘導性
の短鎖脂肪族エーテル又はその塩がある。種々のかかる溶媒は、例えば米国特許出願公開
第２０１２／０３０９８４９号（これは、その全体が、参照することにより本明細書に組
み込まれる）に開示されている。これらの溶媒を本発明に従って使用して、本明細書に記
載の新規ソルファクタントのクラスに到達することができる。具体的には、グリセリンエ
ーテルは、本発明の新規ソルファクタントに到達するためのエトキシル化に特によく適し
ている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　よって、改良された界面活性剤（ｓｕｒｆａｃｔａｎｔ）及び溶媒（ｓｏｌｖｅｎｔ）
の特性を有する、「ソルファクタント（ｓｏｌｆａｃｔａｎｔ）」と呼ばれる新規クラス
の化合物を開発し、種々の処方においてアルコールエトキシレートを置換するか、又はア
ルコールエトキシレートと組合せて使用することが、特許請求の範囲に記載された発明の
目的である。
【０００５】
　本発明のさらなる目的は、新規クラスのグリセリンエーテルエトキシレートソルファク
タントを開発することである。
【０００６】
　本発明のさらなる目的は、新規界面活性剤クラスのグリセリンエーテルエトキシレート
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ソルファクタントを製造し用いる方法を提供することである。
【０００７】
　本発明の他の目的、利点、及び特徴は、添付図面と併せて以下の明細書から明らかとな
るだろう。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　発明の概要
　本発明の利点は、新規ソルファクタントシステムである。いくつかの形態において、本
発明は、新規グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントと、種々の組成物中で
これを用いるための方法と、に関する。いくつかの形態において、本発明は、本発明のソ
ルファクタント化合物を、界面活性剤及び／又は溶媒システムとして使用する方法を提供
する。
【０００９】
　ある態様において本発明は、以下の式：

【化１】

の化合物を含むソルファクタント組成物を含むソルファクタントに関する。
【００１０】
　ある態様において本発明は、以下の式：
【化２】

　（式中、Ｒzは、１～３０個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルキル基であり、ｎ1

及び／又はｎ2は１～２０であり、界面活性剤の分子量は約２００～約１０，０００であ
り、この化合物は少なくとも部分的には水溶性であり、この化合物は、いかなる濃度の水
と一緒にしてもゲルを形成しない）の化合物を含むソルファクタントに関する。
【００１１】
　ある態様において、本発明は、クリーニング及び／又は消毒の必要な表面、物品、及び
／又は基質に、ソルファクタント又はソルファクタントを含有する組成物を接触させるこ
とを含む、ソルファクタント化合物を用いる方法に関する。
【００１２】
　多数の態様が開示されているが、本発明のさらに別の態様が、本発明の例示的態様を示
し説明する以下の詳細な説明から、当業者に明らかとなるだろう。従って、図面と詳細な
説明は、本質的に例示的であり、限定的ではないと見なすべきものである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、黒い汚れのクリーニングにおける、対照組成物（Ｓｕｐｅｒ　Ｅｘｃｅ
ｌｌｅｎｔ（ＮＰＥ９．５入り））及び種々の同等のエトキシル化アルコール系の組成物
と比較した、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントを含有する種
々のクリーニング組成物のグラフを示す。
【図２】図２は、赤い食物の汚れのクリーニングにおける、対照組成物（Ｓｕｐｅｒ　Ｅ
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ｘｃｅｌｌｅｎｔ（ＮＰＥ９．５入り））及び種々の同等のエトキシル化アルコール系の
組成物と比較した、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントを含有
する種々のクリーニング組成物のグラフを示す。
【図３Ａ】図３Ａ－３Ｃは、市販のエトキシル化アルコールのゲル曲線の比較グラフを示
しており、本発明の態様のソルファクタントは、この市販のエトキシル化アルコールの代
替物又は置換物として適していて、いかなる濃度の水ともゲルを形成しない。
【図３Ｂ】図３Ａ－３Ｃは、市販のエトキシル化アルコールのゲル曲線の比較グラフを示
しており、本発明の態様のソルファクタントは、この市販のエトキシル化アルコールの代
替物又は置換物として適していて、いかなる濃度の水ともゲルを形成しない。
【図３Ｃ】図３Ａ－３Ｃは、市販のエトキシル化アルコールのゲル曲線の比較グラフを示
しており、本発明の態様のソルファクタントは、この市販のエトキシル化アルコールの代
替物又は置換物として適していて、いかなる濃度の水ともゲルを形成しない。
【図４Ａ】図４Ａ－４Ｅは、本発明の態様の種々のグリセリンエーテルエトキシレートソ
ルファクタントのＤＳＣ測定を示しており、低温安定性を証明している。
【図４Ｂ】図４Ａ－４Ｅは、本発明の態様の種々のグリセリンエーテルエトキシレートソ
ルファクタントのＤＳＣ測定を示しており、低温安定性を証明している。
【図４Ｃ】図４Ａ－４Ｅは、本発明の態様の種々のグリセリンエーテルエトキシレートソ
ルファクタントのＤＳＣ測定を示しており、低温安定性を証明している。
【図４Ｄ】図４Ａ－４Ｅは、本発明の態様の種々のグリセリンエーテルエトキシレートソ
ルファクタントのＤＳＣ測定を示しており、低温安定性を証明している。
【図４Ｅ】図４Ａ－４Ｅは、本発明の態様の種々のグリセリンエーテルエトキシレートソ
ルファクタントのＤＳＣ測定を示しており、低温安定性を証明している。
【００１４】
　本発明の種々の態様は、図面を参照して詳細に説明されることとなり、ここでいくつか
の図の全体にわたって、同様の参照数字は同様の部分を表す。種々の態様の参照は、本発
明の範囲を限定するものではない。本明細書に示される図は、本発明の種々の態様の限定
ではなく、本発明の例示的な実例のために提示されるものである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　好ましい態様の詳細な説明
　本発明は、新規グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントに関する。本組成
物は、従来のアルコールエトキシレート界面活性剤に勝る、例えば、界面活性剤と溶媒の
両方としての、低発泡性プロフィール、低粘度（例えば、ソルファクタントについてゲル
曲線は無い）、及び処方性能を含む、種々の利点を有する。本発明の化合物は、種々のク
リーニング及び／又は消毒構成要素と組合せて使用することができ、有利には、４級アン
モニウム化合物を含んで同時のクリーニング及び消毒効力を提供する。ソルファクタント
は、好ましくは液体処方に取り込まれ、そして多くの用途を有し、その用途には抗微生物
剤、カップリング剤、ヒドロトロープ、及び消毒剤が含まれるが限定はされない。本発明
の態様は、グリセリンエーテルエトキシレートの具体的な作製方法、及び／又はこれを用
いる方法に限定されず、変化することができ、かつ当業者に理解される。本明細書で使用
されるすべての専門用語は、具体的な態様のみを説明する目的のためのものであり、いか
なる方法又は範囲を限定することも意図されていない、ということがさらに理解されるべ
きである。例えば、本明細書及び添付の特許請求の範囲で使用されるように、単数形「ａ
」、「ａｎ」及び「ｔｈｅ」は、その内容が明らかに別段の指示をしていない限り、複数
の指示対象を含むことができる。さらに、すべての単位、接頭辞、及び記号は、そのＳＩ
で認められた形で表してよい。本明細書内で列挙される数値範囲は、範囲を画定する数値
を含み、定義された範囲内の各整数を含む。
【００１６】
　本発明がより容易に理解され得るように、ある用語が最初に定義される。別段の定義が
ない限り、本明細書で使用される全ての技術用語及び科学用語は、本発明の態様が関連す
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る技術分野の当業者によって一般的に理解される意味と同じ意味を有する。本明細書に記
載のものと類似の、改変された、又は同等の、多くの方法及び材料は、過度の実験をする
ことなく、本発明の態様の実施に使用できる、好ましい材料及び方法が、本明細書に記載
されている。本発明の態様の説明及び本発明の態様の特許請求の範囲の記載において、以
下の専門用語が以下に提示される定義に従って使用されることとなる。
【００１７】
　本明細書で使用される用語「約」は、例えば、実世界において濃縮物又は使用溶液を作
製するために使用される典型的な測定手順及び液体取り扱い手順を通じて；これらの手順
における不注意な誤りを通じて；組成物を作製するか又は方法を実施するのに使用される
成分の、製造、供給源、又は純度の差異；などを通じて、発生し得る数量の変動を指す。
用語「約」はまた、特定の初期混合物から生じる組成物についての異なる平衡条件に起因
して異なる、量も包含する。用語「約」によって修飾されているか否かにかかわらず、特
許請求の範囲は、量の同等物を含む。
【００１８】
　用語「活性物質」又は「パーセント活性物質」又は「質量パーセント活性物質」又は「
活性物質濃度」は、本明細書において互換的に使用され、水又は塩などの不活性成分を引
いたパーセントとして表される、クリーニングに関わる成分の濃度を指す。
【００１９】
　本明細書において、「農業の」又は「獣医学の」対象物又は表面は、動物飼料、動物の
給水ステーション及び囲い、動物舎、動物の獣医クリニック（例えば手術場所又は治療場
所）、動物手術場所、などを含む。
【００２０】
　本明細書において、語句「空気の流れ」は、食品腐敗防止用の空気循環システムを含む
。空気の流れはまた、典型的には病室、手術室、虚弱（ｉｎｆｉｒｍｉｔｙ）室、分娩室
、霊安室、及び臨床診断室で遭遇する空気の流れを含む。
【００２１】
　本明細書において、用語「アルキル」又は「アルキル基」は、１つ又はそれ以上の炭素
原子を有する飽和炭化水素を指し、直鎖アルキル基（例えば、メチル、エチル、プロピル
、ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、オクチル、ノニル、デシルなど）、環状アル
キル基（又は「シクロアルキル」又は「脂環式」又は「炭素環式」基）（例えば、シクロ
プロピル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチル、シクロオクチルなど）、
分枝鎖アルキル基（例えば、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、イソブ
チルなど）、及びアルキル置換アルキル基（例えば、アルキル置換シクロアルキル基、及
びシクロアルキル置換アルキル基）を含む。
【００２２】
　別段の指定がない限り、用語「アルキル」は、「非置換アルキル」と「置換アルキル」
との両方を含む。本明細書において、用語「置換アルキル」は、炭化水素骨格の１つ又は
それ以上の炭素上の、１つ又はそれ以上の水素を置換する置換基を有するアルキル基を指
す。このような置換基は、例えば、アルケニル、アルキニル、ハロゲノ、ヒドロキシル、
アルキルカルボニルオキシ、アリールカルボニルオキシ、アルコキシカルボニルオキシ、
アリールオキシ、アリールオキシカルボニルオキシ、カルボキシレート、アルキルカルボ
ニル、アリールカルボニル、アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、アルキルアミノ
カルボニル、ジアルキルアミノカルボニル、アルキルチオカルボニル、アルコキシル、ホ
スフェート、ホスホネート（ｐｈｏｓｐｈｏｎａｔｏ）、ホスフィネート（ｐｈｏｓｐｈ
ｉｎａｔｏ）、シアノ、アミノ（アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アリールアミノ、
ジアリールアミノ、及びアルキルアリールアミノを含む）、アシルアミノ（アルキルカル
ボニルアミノ、アリールカルボニルアミノ、カルバモイル、及びウレイドを含む）、イミ
ノ、スルフヒドリル、アルキルチオ、アリールチオ、チオカルボキシレート、サルフェー
ト、アルキルスルフィニル、スルホネート、スルファモイル、スルホンアミド、ニトロ、
トリフルオロメチル、シアノ、アジド、複素環、アルキルアリール、又は芳香族（複素芳
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香族を含む）基を含んでよい。
【００２３】
　いくつかの態様において、置換アルキルは複素環基を含むことができる。本明細書にお
いて、用語「複素環基」は、環中の炭素原子の１つ又はそれ以上が炭素以外の元素（例え
ば、窒素、硫黄、又は酸素）である炭素環式基と類似の閉環構造を含む。複素環基は、飽
和又は不飽和であってよい。例示的な複素環基としては、アジリジン、エチレンオキシド
（エポキシド、オキシラン）、チイラン（エピスルフィド）、ジオキシラン、アゼチジン
、オキセタン、チエタン、ジオキセタン、ジチエタン、ジチエテ、アゾリジン、ピロリジ
ン、ピロリン、オキソラン、ジヒドロフラン、及びフランがあるが、これらに限定されな
い。
【００２４】
　「再付着防止剤」は、洗浄される対象物上に再付着する代わりに、水中に懸濁させてお
くことを助ける化合物を指す。再付着防止剤は、本発明において、洗浄される表面上への
、除去された汚れの再付着を低減させるのを助けるのに有用である。
【００２５】
　本明細書において、用語「殺菌剤」は、Ａ．Ｏ．Ａ．Ｃ．　Ｕｓｅ　Ｄｉｌｕｔｉｏｎ
　Ｍｅｔｈｏｄｓ、Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ
　ｔｈｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　
Ｃｈｅｍｉｓｔｓ、段落９５５．１４及び該当の部分、１５ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ、１９
９０（ＥＰＡ　Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ　９１－２）に記載された手順を使用して、ほとんど
の認められている病原性微生物を含むすべての栄養細胞を死滅させる薬剤を意味する。本
明細書において、用語「高レベル殺菌」又は「高レベル殺菌剤」は、高レベルの細菌胞子
を除いて、実質的に全ての生物を死滅させる化合物又は組成物を指し、食品医薬品局（Ｆ
ｏｏｄ　ａｎｄ　Ｄｒｕｇ　Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ）により滅菌剤として売買が
許可されている化学的殺病原体剤を用いて行われる。本明細書において、用語「中間レベ
ルの殺菌」又は「中間レベルの殺菌剤」は、環境保護庁（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　
Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ａｇｅｎｃｙ）（ＥＰＡ）により結核菌殺菌剤として登録された
化学的殺病原体剤を用いて、マイコバクテリア、ほとんどのウイルス、及び細菌を死滅さ
せる化合物又は組成物を指す。本明細書において、用語「低レベル殺菌」又は「低レベル
殺菌剤」は、ＥＰＡにより病院殺菌剤として登録された化学的殺病原体剤を用いて、いく
らかのウイルス及び細菌を死滅させる化合物又は組成物を指す。
【００２６】
　本明細書において、語句「食品加工表面」は、食品加工、調理、又は保存活動の一部と
して用いられる、道具、機械、機器、構造物、建物などの表面を指す。食品加工表面の例
は、食品加工又は調理機器（例えば、スライシング機器、缶詰機器、又は輸送機器で、水
路を含む）の表面、食品加工用品（例えば、台所用具、食器、洗浄用品、及びバーガラス
（ｂａｒ　ｇｌａｓｓｅｓ）の表面、及び食品加工が行われる構造物の床、壁、又は固定
備品の表面を含む。食品加工表面は、食物腐敗防止空気循環システム、無菌包装消毒、食
品冷蔵及びクーラーのクリーナー及び消毒剤、用品洗浄消毒、ブランチャークリーニング
及び消毒、食品包装材、カッティングボード添加剤、サードシンク（ｔｈｉｒｄ－ｓｉｎ
ｋ）消毒、飲料冷却機及び加温機、肉の冷却又は熱湯処理の水、自動食器消毒剤、消毒ゲ
ル、冷却塔、食品加工用抗菌衣服スプレー、及び非水性～低水性食品調理潤滑剤、油、及
びすすぎ添加剤中に、見いだされる及び用いられる。
【００２７】
　本明細書において、語句「食品生産物」は、抗微生物剤又は組成物での処理を必要とす
る可能性があり、さらに調理して食べられるか又はさらに調理しなくても食べられる、任
意の食品物質を含む。食品生産物は、肉（例えば、赤肉及び豚肉）、魚介類、家禽、農産
物（例えば、果物及び野菜）、卵、生きている卵、卵製品、インスタント食品、小麦、種
子、根、塊茎、葉、茎、トウモロコシ、花、芽、調味料、又はこれらの組み合わせを含む
。用語「農産物」は、典型的には未調理で、しばしば未包装で販売されており、時には生
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食することができる、果物及び野菜及び植物又は植物由来材料などの食品生産物を指す。
【００２８】
　本明細書において、用語「硬質表面」は、シャワー、シンク、トイレ、浴槽、カウンタ
ートップ、窓、鏡、輸送車両、床、などを含む。これらの表面は、「硬質表面」として代
表されるもの（壁、床、便器など）、又は布帛表面、例えばニット、織布、及び不織布表
面、であり得る。
【００２９】
　本明細書において、語句「医療表面」は、医療活動の一部として用いられる、器械、器
具、カート、ケージ、家具、構造物、建物、などの表面を指す。医療表面の例は、医用器
械又は歯科用器械の表面、医用器具又は歯科用器具の表面、患者の健康を監視するために
用いられる電子装置の表面、及び医療が行われる構造物の床、壁、又は固定備品の表面を
含む。医療表面は、病室、手術室、虚弱（ｉｎｆｉｒｍｉｔｙ）室、分娩室、霊安室、及
び臨床診断室において見られる。これらの表面は、「硬質表面」として代表されるもの（
壁、床、便器など）、又は布帛表面、例えばニット、織布、及び不織布表面（手術用衣服
、カーテン、ベッド用リネン製品、包帯、など）、又は患者ケア機器（呼吸装置、診断機
器、シャント、ボディスコープ、車椅子、ベッドなど）、又は手術及び診断機器であり得
る。医療表面は、動物の医療において用いられる物品及び表面を含む。
【００３０】
　本明細書において、用語「器械」は、本発明の組成物でのクリーニングから利益を得る
ことができる種々の医用又は歯科用の器械又は器具を指す。本明細書において、用語「医
用器械」、「歯科用器械」、「医用器具」、「歯科用器具」、「医用機器」、又は「歯科
用機器」は、医学又は歯科学において使用される、器械、器具、道具、用具、装置、及び
機器を指す。このような器械、器具、及び機器は、低温滅菌、含浸、又は洗浄し、次に熱
滅菌することができるか、又は別の形で本発明の組成物におけるクリーニングから利益を
得ることができる。これらの種々の器械、器具、及び機器としては：診断器械、トレー、
パン、ホルダー、ラック、鉗子、はさみ、大ばさみ、のこぎり（例えば、骨鋸及びその刃
）、止血具、ナイフ、ノミ、骨鉗子、やすり、ニッパー、ドリル、ドリルビット、石目や
すり、バー、スプレッダー、ブレーカー、エレベーター、クランプ、ニードルホルダー、
キャリアー、クリップ、フック、丸のみ、キューレット、開創器、ストレートナー、パン
チ、抽出器、スコップ、角膜切開刀、へら、エクスプレッサー（ｅｘｐｒｅｓｓｏｒ）、
トロカール、拡張器、ケージ、ガラス用品、管類、カテーテル、カニューレ、プラグ、ス
テント、スコープ（例えば、内視鏡、聴診器、及びアルソスコープ（ａｒｔｈｏｓｃｏｐ
ｅ））、及び関連機器、など、又はこれらの組み合わせがあるが、これらに限定されない
。
【００３１】
　本明細書において使用される用語「マイクロエマルション」は、界面活性剤の界面膜に
より安定化されている、一つの液相の別の液相中への熱力学的に安定な液分散を指す。本
発明によれば、マイクロエマルションは油と水の２つの不混和性の相の間で、界面活性剤
と界面を形成する。
【００３２】
　本明細書において、語句「肉製品」は、屠体、筋肉、脂肪、臓器、皮膚、骨、及び体液
及び動物を形成する同様の構成要素を含む、動物の肉のあらゆる形態を指す。動物の肉と
しては、哺乳類、鳥類、魚類、爬虫類、両生類、巻貝、二枚貝、甲殻類、ロブスター、カ
ニなどの他の食用種、又は他の形態の魚介類、の肉があるが、これらに限定されない。動
物の肉の形態としては、例えば、単独の又は他の成分と組み合わせた、動物の肉の全体又
は一部がある。典型的な形態としては、例えば、保存加工された肉などの加工肉、切断し
形成された製品、ミンチ製品、細かく刻んだ製品、ひき肉及びひき肉を含む製品、丸のま
まの製品、などがある。
【００３３】
　本明細書において、用語「微生物（ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍ）」は、任意の非細胞
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性又は単細胞性（コロニー性を含む）生物を指す。微生物はすべての原核生物を含む。微
生物は、細菌（シアノバクテリアを含む）、胞子、地衣類、菌類、原生動物、ビリノス（
ｖｉｒｉｎｏｓ）、ウイロイド、ウイルス、ファージ、及びいくつかの藻類を含む。本明
細書において、用語「微生物（ｍｉｃｒｏｂｅ）」は、微生物（ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉ
ｓｍ）と同義である。
【００３４】
　本明細書において、語句「植物」又は「植物製品」は、任意の植物物質又は植物由来物
質を含む。植物製品としては、温室で栽培又は保存された種子、ナッツ、ナッツ肉、切り
花、植物、又は作物、観葉植物、などがあるが、これらに限定されない。植物製品は、多
くの動物飼料を含む。
【００３５】
　本明細書において、用語「家禽」は、肉又は卵のために飼育、捕獲、又は家畜化された
任意の鳥のすべての形態を指し、鶏、七面鳥、ダチョウ、ゲームヘン、ひな鳥、ホロホロ
鳥、キジ、ウズラ、アヒル、ガチョウ、エミュー、など、及びこれらの鳥の卵を含む。家
禽は、丸のままの、切断された、加工された、調理された、又は生の家禽を含み、すべて
の形態の家禽肉、副生成物、及び副産物を包含する。家禽の肉としては、筋肉、脂肪、臓
器、皮膚、骨、及び体液、及び動物を形成する同様の構成要素がある。動物の肉の形態と
しては、例えば、単独の又は他の成分と組み合わせた、動物の肉の全体又は一部がある。
典型的な形態としては、例えば、保存加工された家禽肉などの加工された家禽肉、切断し
形成された製品、ミンチ製品、細かく刻んだ製品、及び丸のままの製品がある。
【００３６】
　本明細書において、語句「家禽の破片」は、加工中に家禽の屠体又は部分から取り出さ
れ、廃棄物の流れに入る、任意の破片、残留物、材料、排泄物、臓物、家禽の一部、家禽
の廃棄物、家禽の内臓、家禽の臓器、このような材料の断片又は組み合わせ、などを指す
。
【００３７】
　本特許出願の目的のために、微生物集団が、少なくとも約５０％減少させられるか、又
は水で洗浄することによって顕著により多く減少させられる時、微生物低減の成功が達成
されている。微生物集団のより大きな低減は、より高い保護レベルを提供する。
【００３８】
　本明細書において、用語「消毒剤」は、公衆衛生上の要件によって判断されるように、
細菌性の汚染菌の数を安全なレベルまで減少させる薬剤を指す。ある態様において、本発
明で使用される消毒剤は、少なくとも９９．９９９％の低減（５対数オーダーの低減）を
提供するだろう。これらの低減は、Ｇｅｒｍｉｃｉｄａｌ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔ
　Ｓａｎｉｔｉｚｉｎｇ　Ａｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｉｓｉｎｆｅｃｔａｎｔｓ、Ｏｆｆｉ
ｃｉａｌ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔ
ｉｏｎ　ｏｆ　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｓ、段落９６
０．０９及び該当部分、１５ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ、１９９０（ＥＰＡ　Ｇｕｉｄｅｌｉ
ｎｅ　９１－２）に記載された手順を使用して評価することができる。この文献によれば
、消毒剤は、いくつかの試験生物に対して、室温２５±２℃で３０秒以内に、９９．９９
９％の低減（５対数オーダーの低減）を提供するべきである。
【００３９】
　用語「溶媒」は、所望の表面のクリーニング、脱脂又は剥離、カップリング、合一、又
は粘度の調整に適した、有機材料又はかかる材料の混合物を指す。
【００４０】
　本発明において、用語「殺胞子剤」は、６０℃で１０秒以内に、バチルス・セレウス（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）又は枯草菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）
の胞子の集団の９０％超の低減（１対数オーダーの低減）を引き起こす能力を持つ、物理
的な又は化学的な、薬剤又はプロセスを指す。ある態様において、本発明の殺胞子組成物
は、６０℃で１０秒以内に、かかる集団の９９％超の低減（２対数オーダーの低減）、９
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９．９９％超の低減（４対数オーダーの低減）、又は９９．９９９％超の低減（５対数オ
ーダーの低減）を提供する。
【００４１】
　抗微生物性の「殺菌」活性又は「静菌」活性の区別、有効性の程度を説明する定義、及
びこの有効性を測定するための公式の実験室プロトコールは、抗微生物剤及び組成物の関
連を理解するための考慮事項である。抗微生物性組成物は、２種類の微生物細胞傷害に作
用し得る。第１の種類は、致死的で不可逆的な作用であり、微生物細胞の完全な破壊又は
無能力化をもたらす。第２の種類の細胞傷害は可逆的であり、従って、生物がその薬剤か
ら解放されると、それは再度増殖することができる。前者は殺菌性であり、後者は静菌性
であると呼ばれる。消毒剤と殺菌剤は、定義により、抗微生物性活性又は殺菌性活性を提
供する薬剤である。対照的に、保存剤は一般的にインヒビター又は静菌性組成物として説
明される。
【００４２】
　用語「実質的に同様のクリーニング性能」は、本発明の代替ソルファクタントを使用す
る時の、一般的に同じ程度（又は、少なくとも、顕著により少なくはない程度）の清浄度
の代替クリーニング製品若しくは代替クリーニングシステムによる、又は一般的に労力の
同じ消費（又は、少なくとも、顕著により少なくはない消費）を伴う、又はその両方によ
る、達成度を一般に指す。この清浄度の程度は、特定のクリーニング製品と特定の基質に
応じて、目に見える汚れが一般的にないこと、又はいくらかより低い程度の清浄度に、相
当し得る。
【００４３】
　用語「界面活性剤」又は「表面活性剤」は、液体に添加された時、その液体の表面での
特性を変化させる有機化学物質を指す。比較して、本明細書において、用語「ソルファク
タント」は、液体に添加された時、その液体の表面での特性を変化させる有機化学物質を
指し、特に組成物の粘度の調整（例えば、組成物の取り扱い性又は使用の容易さ）を含む
。特に、ソルファクタントは、界面活性剤と溶媒の両方の有益な特性を有する化合物を指
す。
【００４４】
　本明細書において使用される用語「車両」又は「車」は、任意の運送輸送機関を指し、
自動車、トラック、スポーツ用多目的車、バス、トラック、オートバイ、モノレール、デ
ィーゼル機関車、客車、小型の単発民間航空機、企業のジェット機、民間航空会社の機器
などを含むが、これらに限定されない。
【００４５】
　本明細書において、用語「用品（ｗａｒｅ）」は、食事用具及び調理用具、食器、並び
に他の硬質表面（シャワー、シンク、トイレ、浴槽、カウンタートップ、窓、鏡、輸送車
両、及び床など）などの品物を指す。本明細書において、用語「用品洗浄」は、用品の洗
浄、クリーニング、又はすすぎを指す。用品はまた、プラスチック製の品物を指す。本発
明の組成物でクリーニングすることができるプラスチックのタイプとしては、ポリカーボ
ネートポリマー（ＰＣ）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンポリマー（ＡＢＳ）
、及びポリスルホンポリマー（ＰＳ）を含むものが挙げられるが、これらに限定されない
。本発明の化合物及び組成物を使用してクリーニングすることができる別の例示的なプラ
スチックは、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）を含む。
【００４６】
　本明細書において、用語「水」は、食品加工水又は輸送水を含む。食品加工水又は輸送
水としては、農産物の輸送水（例えば、水路、パイプ輸送、カッター、スライサー、ブラ
ンチャー、レトルトシステム、洗浄機、などに見られるようなもの）、食品輸送ラインの
ためのベルトスプレー、ブーツ及び手洗いのディップパン、サードシンク（ｔｈｉｒｄ－
ｓｉｎｋ）すすぎ水、などがある。水にはまた、プール、温泉、レクリエーション用水路
及びウォータースライド、噴水などのような、家庭用水及びレクリエーション用水がある
。
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【００４７】
　本明細書において用いられる用語「質量パーセント（ｗｅｉｇｈｔ　ｐｅｒｃｅｎｔ）
」、「ｗｔ－％」、「質量パーセント（ｐｅｒｃｅｎｔ　ｂｙ　ｗｅｉｇｈｔ）」、「質
量％（％　ｂｙ　ｗｅｉｇｈｔ）」、及びこれらの変形は、物質の質量を組成物の総質量
で割り、１００を掛けた、その物質の濃度を指す。ここで用いられる「パーセント」、「
％」などは、「質量パーセント」、「ｗｔ－％」などと同義であることが意図されている
ことが理解される。
【００４８】
　本発明の方法及び組成物は、本発明に記載の構成要素／成分及び工程、並びに本明細書
に記載の他の成分及び／若しくは生産工程を含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）か、これらから本
質的に成る（ｃｏｎｓｉｓｔ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）か、又はこれらから成っ
て（ｃｏｎｓｉｓｔ　ｏｆ）いてもよい。本明細書において、「から本質的に成る（ｃｏ
ｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）」は、方法及び組成物が、追加の工
程、構成要素、又は成分が、特許請求の範囲に記載の方法及び組成物の基本的かつ新規な
特徴を著しく変更しない場合にのみ、その追加の工程、構成要素、又は成分を含んでもよ
いことを意味する。
【００４９】
　本発明を実施するのに機序の理解は必要ではなく、かつ本発明はいかなる特定の作用機
序にも限定されないが、いくつかの態様において、エトキシル化法のためにエチレンオキ
シドを使用するなどの、グリセリンエーテルのエトキシル化のための開示された方法に従
って、新規グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントが生成されることが検討
される。これらの方法及び他の方法は、本発明にしたがいさらに詳細に記載され、かつ本
明細書に記載された本発明の範囲を限定することは意図されていない。
【００５０】
　組成物－グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント
　本発明のある態様によれば、以下の式のグリセリンエーテルエトキシレートソルファク
タントが提供される：
【化３】

　式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～２
５個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルキ
ル基であり、ｎ1及び／又はｎ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５
である。本発明のある形態において、平均エトキシル化度（平均ＥＯ）が、１～２５、好
ましくは１～２０、及びさらに好ましくは１～９となるように、ｎはソルファクタントの
エトキシル化尾部間で変動してよい。グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタン
ト中に、変動する量のエチレンオキシド（ＥＯ又はＣ2Ｈ4Ｏ）が含まれてもよい。
【００５１】
　本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントの平均分子量は、約２０
０～約１０，０００、好ましくは約２００～約５，０００、さらに好ましくは約２００～
約３，０００である。
【００５２】
　グリセリンエーテルエトキシレートは、疎水性の頭部と、固有の特性を提供する対のＥ
Ｏ親水性尾部とを有する。この新規な界面活性剤は、グリセリンエーテルのヒドロキシル
基のエトキシル化の結果として、対の尾部の構造又はジェミニ型様の構造を有する。この
対の親水性尾部は、尾部が親水性であり、かつ単一の頭部が疎水性であることに起因して
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、従来の対の尾部の界面活性剤又はジェミニ型界面活性剤とは異なる。その結果、本発明
のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントは、新規ソルファクタントの分岐
した（すなわち対の）親水性エトキシル化尾部を与えるグリセリンエーテルの分岐構造に
起因して、従来のアルコールエトキシレート界面活性剤とは異なる。
【００５３】
　有利には、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントは水溶性である。好ま
しい形態において、このソルファクタントは１００％溶解性であり、これは、当業者が確
認できるように、エトキシル化度（例えば、エトキシル化のモル数）に依存して変化する
であろう。水不溶性であることが知られている、３モルのエトキシル化を有するアルコー
ルエトキシレートなどの従来のアルコールエトキシレート界面活性剤（Ｔｏｍａｄｏｌ（
登録商標）１－３として市販されているようなもの）と比較して、同等のグリセリンエー
テル３モルエトキシレートソルファクタントは水溶性である。このグリセリンエーテルエ
トキシレートソルファクタントの追加の有益な特徴は、組成物の低融点であり、これは、
低温での液剤に適したソルファクタントを与える。
【００５４】
　グリセリンエーテルエトキシレートへの追加の適切な置換は、以下に記載され、グリセ
リンエーテルのエトキシル化及び／又はプロポキシル化のバリエーションを説明する。本
発明のある形態において、プロピレンオキシドを本発明のグリセリンエーテルエトキシレ
ートに付加することができる。
【００５５】
　エトキシル化及び／又はプロポキシル化を使用するグリセリンエーテルエトキシレート
への置換に加えて、末端エトキシレート基を「キャッピング」又は「末端ブロッキング」
することにより、ソルファクタントをさらに修飾することができる。ある形態において、
プロピレンオキシド基は好ましいキャップである。他の適切な形態では、ソルファクタン
トは、ハロゲンキャップを有してよく、例えば、フッ素（Ｆ）、塩素（ＣＩ）、臭素（Ｂ
ｒ）、及びヨウ素（Ｉ）がある。ある形態において、ソルファクタントは、フルオロ－、
クロロ－、ブロモ－、又はヨード－キャップを有する。他の形態において、キャップは、
直鎖、分岐鎖、及び／又は芳香族炭化水素を含んでよい。
【００５６】
　本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントは、変動する程度の水溶
性を有することができるが、このことは、本発明の範囲を限定することを意図していない
。いくつかの形態において、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント及び／
又はプロポキシレートソルファクタントは水不溶性である。本発明の他の形態において、
グリセリンエーテルエトキシレートは、わずかに水溶性及び／又は実質的に水溶性である
。本発明のさらに別の形態において、グリセリンエーテルエトキシレートは、完全に水溶
性である。当業者が確認できるように、グリセリンエーテルエトキシレートのエトキシル
化度の上昇は、界面活性剤の水溶性を上昇させることとなる。同様に、プロポキシル化度
の上昇は、界面活性剤の水溶性を低下させることとなる。
【００５７】
　本発明のさらなる形態において、グリセリンエーテルエトキシレートは、従来のアルコ
ールエトキシレートと比較して、追加の改良された特性（例えば、ゲル形成、泡生成、ヒ
ドロトロープ化、クリーニング、流動点及び融点並びに／又は曇り点を含む）を有し、製
品処方のための有益な特性を提供する。
【００５８】
　本発明のある形態において、グリセリンエーテルエトキシレート分岐は、従来のアルコ
ールエトキシレートと比較して、ゲル形成を破壊及び／又は曇り点を変更することができ
、製品処方のための有益な特性を提供する。ある形態において、グリセリンエーテルエト
キシレートソルファクタントは、いかなる濃度の水の溶液においてもゲルを形成しない。
【００５９】
　組成物　－　ＥＯ－ＰＯ／ＰＯ－ＥＯ／ＰＯグリセリンエーテルソルファクタント
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　本発明の追加の態様によれば、ＥＯ－ＰＯグリセリンエーテル及び／又はＰＯグリセリ
ンエーテル及び／又はＰＯ－ＥＯグリセリンエーテルが、本明細書に開示されたソルファ
クタントを必要とする組成物における使用のために提供される。
【００６０】
　以下の式のＰＯグリセリンエーテルが提供される：
【化４】

　式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～２
５個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルキ
ル基であり、ｍ1及び／又はｍ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５
である。本発明のある形態において、平均プロポキシル化度（平均ＰＯ）が、１～２５、
好ましくは１～２０、及びさらに好ましくは１～９となるように、ｍは界面活性剤のプロ
ポキシル化尾部間で変動してもよい。ＰＯグリセリンエーテル中に、変動する量のプロピ
レンオキシド（ＰＯ又はＣ3Ｈ6Ｏ）が含まれてもよい。
【００６１】
　本発明のＰＯグリセリンエーテルの平均分子量は、約２００～約２０，０００、好まし
くは約２００～約１０，０００、さらに好ましくは約２００～約５，０００で変動しても
よい。
【００６２】
　本発明の追加の態様において、以下の式のＥＯ－ＰＯグリセリンエーテルが提供される
。

【化５】

　式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～２
０個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルキ
ル基であり、ｎ1及び／又はｎ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５
であり、ｍ1及び／又はｍ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５であ
る。本発明のある形態において、平均エトキシル化／プロポキシル化度（平均ＥＯ－ＰＯ
）が、１～３０、好ましくは１～２０、及びさらに好ましくは１～９となるように、ｎ及
びｍは、界面活性剤のエトキシル化及びプロポキシル化尾部間で変動してもよい。ＥＯ－
ＰＯグリセリンエーテル中に、変動する量のエチレンオキシド（ＥＯ又はＣ2Ｈ4Ｏ）及び
プロピレンオキシド（ＰＯ又はＣ3Ｈ6Ｏ）が含まれてもよい。
【００６３】
　本発明のＥＯ－ＰＯグリセリンエーテルの平均分子量は、約２００～約４０，０００、
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好ましくは約２００～約２０，０００、さらに好ましくは約２００～約１０，０００で変
動してもよい。
【００６４】
　本発明の追加の態様において、以下の式のＰＯ－ＥＯグリセリンエーテルが提供される
。
【化６】

　式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～２
０個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルキ
ル基であり、ｎ1及び／又はｎ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５
であり、ｍ1及び／又はｍ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５であ
る。本発明のある形態において、平均エトキシル化／プロポキシル化度（平均ＥＯ－ＰＯ
）が、１～３０、好ましくは１～２０、及びさらに好ましくは１～９となるように、ｎ及
びｍは、界面活性剤のエトキシル化及びプロポキシル化尾部間で変動してもよい。ＰＯ－
ＥＯグリセリンエーテル中に、変動する量のエチレンオキシド（ＥＯ又はＣ2Ｈ4Ｏ）及び
プロピレンオキシド（ＰＯ又はＣ3Ｈ6Ｏ）が含まれてもよい。
【００６５】
　本発明のＰＯ－ＥＯグリセリンエーテルの平均分子量は、約２００～約４０，０００、
好ましくは約２００～約２０，０００、さらに好ましくは約２００～約１０，０００で変
動してもよい。
【００６６】
　適合性
　本発明の組成物は、本発明の方法に記載の使用用途を含む種々のクリーニング組成物に
おける使用に適切であり得る。本発明のある形態において、この組成物は、例えば米国特
許第７，３４１，９８３号（これは参照することにより本明細書に組み込まれる）に記載
されているような、追加の界面活性剤及び／又は追加の機能性成分（例えば、界面活性剤
、溶媒、金属イオン封鎖剤、再付着防止剤、増粘剤、漂白剤、充填剤、消泡剤、分散剤、
染料、芳香剤、保存剤、他の補助剤、ヒドロトロープ、水など）を含むように、さらに処
方することができる。特定の材料は例示の目的でのみ与えられていること、及び幅広い種
類の他の機能性材料を使用してもよいことが、当業者及び他の者に理解されるべきである
。例えば、機能性材料の多くはクリーニング用途で使用される材料に関係するが、他の態
様が他の用途で使用するための機能性材料を含み得るということが、理解されるべきであ
る。
【００６７】
　本発明の組成物は、例えば、マイクロエマルション、溶液、固体などを含む種々の形状
に処方することができる。
【００６８】
　グリセリンエーテルエトキシレートの製造方法
　本発明の新規グリセリンエーテルエトキシレート、ＰＯグリセリンエーテル、ＰＯ－Ｅ
Ｐグリセリンエーテル、及び／又はＥＯ－ＰＯグリセリンエーテルの製造方法は、エチレ
ンオキシド（ＥＯ又はＣ2Ｈ4Ｏ）及び／又はプロピレンオキシド（ＰＯ又はＣ3Ｈ6Ｏ）を
使用して、アルコールと化合させて本発明の新規界面活性剤を作り出す、周知のエトキシ
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ル化及び／又はプロポキシル化法を用いる。
【００６９】
　ある形態において、当業者に周知のように、標準的なエトキシル化方法が用いられる。
本発明のグリセリンエーテルエトキシレートを生成するのに適した特定の方法によれば、
水酸化カリウム（ＫＯＨ）などの開始剤は触媒としての役割を果たす。水酸化カリウム、
エチレンオキシド、及びグリセリンエーテル（又は他のグリセリンエーテル前駆体）は、
反応器内で化合されて、エチレンオキシドと反応するカチオン性アルコールを生成する。
このエトキシル化反応は触媒性であり、以後、本発明のグリセリンエーテルエトキシレー
トを生成し続ける。エトキシル化反応の一般式が示される：
【化７】

　式中、n1はエチレンオキシドの単位を表し、一般的には少なくとも３であり、好ましく
は少なくとも５であり、又は６より大きい。ｎの値は、反応時間を含む反応条件と共に、
得られるエトキシレートのエトキシル化度を決定する。
【００７０】
　エトキシル化反応は一般的に、窒素を含有する加圧反応器内で行われる。反応器は一般
的に、１２０℃超、好ましくは約１５０℃の温度に加熱される。全体の反応速度は、反応
容器の圧力によって制御される。
【００７１】
　グリセリンエーテルは、その化合物上の２つのヒドロキシル基に起因して、本発明のエ
トキシル化の好ましい出発材料である。この２つのヒドロキシル基は、より多くのエトキ
シル化（単一のヒドロキシル基を有するグリセリンアルコールと比較して）を可能にする
。本発明の方法に従って使用するのに適したグリセリンエーテルは、以下の式を有する：
【化８】

【００７２】
　好ましい形態において、本発明の方法に従って使用するのに適したグリセリンエーテル
は、以下の式を有する：
【化９】

　式中、Ｃ４～Ｃ２０アルキルは、好ましくはＣ４～Ｃ１４、より好ましくはＣ６～Ｃ１
８である。有益な界面活性剤の性質を有するグリセリンエーテルエトキシレートを得るた
めに、本発明の方法に長鎖グリセリンエーテルを用いて、結果として得られる生成物から
十分な鎖長を得ることが好ましい。本発明の特定の理論に限定はされないが、Ｃ１～４ア
ルキル基などの短鎖グリセリンエーテルは、活性のあるグリセリンエーテルエトキシレー
ト界面活性剤を生成しない。
【００７３】
　本発明の新規グリセリンエーテルエトキシレートを製造する方法はまた、グリセリンエ
ーテルを生成する工程を含んでもよい。種々のグリセリンエーテルは、市販されている。
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【００７４】
　本発明の新規グリセリンエーテルエトキシレートを製造する方法はまた、（グリセリン
エーテルの代わりに）グリセリンエーテル前駆体の使用を含んでよい。本発明のある形態
において、適切な長さのグリセリンエーテルは市販されていない場合がある。従って、グ
リセリンエーテルを生成する最初の工程を用いてもよい。例えば、種々の鎖長のグリセリ
ンエーテルを生成してよい。グリセリンエーテルを生成する方法は、当該分野で周知であ
り、例えば以下の文献に開示されている（これらは、その全体が参照することにより本明
細書に組み込まれる）：Ｂａｕｍａｎｎ　＆　Ｍａｎｇｏｌｄ、Ｌｏｎｇ－Ｃｈａｉｎ　
Ｇｌｙｃｅｒｙｌ　Ｅｔｈｅｒｓ、１９６４、２９、３０５５－３０５７；Ｑｕｅｓｔｅ
ら、Ｇｒｅｅｎ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ、２００６、８、８２２－８３０；Ｇｕら、Ｇｒｅ
ｅｎ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ、２００８、１０、１６４－１６７；米国特許出願公開第ＵＳ
２００５／０２３８６８Ａ１号及びＵＳ２０１１／０００９６７６Ａ１号；並びに米国特
許第４，２９８，７６４号、５，１７６，８５０号及び５，４２０，３１２号。
【００７５】
　本発明の新規グリセリンエーテルエトキシレートを製造する方法はまた、グリセリンエ
ーテル前駆体、例えば以下の一般的構造を有するグリシジルエーテルを使用する工程を含
んでよい：
【化１０】

　式中、ｎは１～２５、好ましくはｎは４～２０、好ましくはｎは６～１８、より好まし
くはｎは１０～１２である。グリシジルエーテルは市販されている（Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄ
ｒｉｃｈ）か、又は既知の方法によって合成してよい。エトキシル化界面活性剤のために
グリシジルエーテルを使用することのさらなる説明は、米国特許第６，７１７，０１９号
、及び第５，４０３，５０９号（その全体が参照することにより本明細書に組み込まれる
）に提供されている。
【００７６】
　大きな鎖のグリセリンエーテルの商業的利用可能性が限定されているため、グリシジル
エーテルを使用することは、本発明の方法に特によく適している。本発明のある形態によ
れば、グリシジルエーテルはグリセリンエーテルに変換され、これがエトキシル化されて
グリセリンエーテルエトキシレートになる。グリセリンエーテルは、好ましくは、酸／塩
基で触媒されたグリシジルエーテルの開環から調製される。グリセリンエーテルはまた、
グリセロールの触媒的エーテル化によっても調製することができる。
【００７７】
　本発明のある態様によれば、グリセリンエーテルのエトキシル化にエチレンオキシドを
用いる方法は、基質グリセリンエーテルの残留（未反応）アルコールのレベルを低下させ
る。好ましい態様において、エトキシル化反応は、グリセリンエーテルに、未反応のヒド
ロキシル基を残さない。その代わりに、ヒドロキシル基はエトキシル化されて、以下の構
造のグリセリンエーテルエトキシレートを生成する：

【化１１】
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　式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～２
５個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルキ
ル基であり、ｎ1及び／又はｎ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５
である。本発明のある形態において、平均エトキシル化度（平均ＥＯ）が、１～２５、好
ましくは１～２０となるように、ｎは、界面活性剤のエトキシル化尾部間で変動してもよ
い。グリセリンエーテルエトキシレート中に、変動する量のエチレンオキシド（ＥＯ又は
Ｃ2Ｈ4Ｏ）が含まれてもよい。
【００７８】
　本発明のある態様によれば、本方法は、約９０％～約９９．９％のグリセリンエーテル
エトキシレートを与え、ここで、生成物の残りは副生成物及び／又は不純物である。
【００７９】
　エチレンオキシドを使用してアルコールと反応させるエトキシル化の方法はまた、追加
の生成物を与える。本発明の例示的態様において、エチレンオキシドの開環構造はジアル
コールを生成する。かかる態様において、ジアルコールは、本発明の方法に従って生成さ
れたエトキシレートと反応することができる。同様に、代替態様に従って、このジアルコ
ールはプロピレンオキシドと反応することができるであろう（ＥＯの代わりにＰＯが用い
られた場合）。
【００８０】
　本発明のある態様によれば、低収量のこれらの副生成物は本発明の方法に従って生成さ
れ、例えば本発明のエトキシル化法から、約０．０１％～約２％、又は約１％～約２％が
得られる場合がある。
【００８１】
　グリセリンエーテル及び／又は他の出発基質をエトキシル化するための、これらの及び
他の方法は、本発明の範囲に含まれる。しかしながら、本発明の開示に基づいて、特許請
求の範囲に記載された発明の範囲内で、追加の方法が提供されてもよい。
【００８２】
　本発明のエトキシル化法に加えて、ＥＯ－ＰＯグリセリンエーテル、ＰＯ－ＥＯグリセ
リンエーテル、及びＰＯグリセリンエーテルを製造するための方法も提供される。本明細
書において用いられる用語ＥＯ、ＰＯ、又はＰＯ／ＥＯ、及び又はＥＯ／ＰＯは、それぞ
れエチレンオキシドとプロピレンオキシドを指す。ＥＯ／ＰＯ及びＰＯ／ＥＯは、エチレ
ンオキシドとプロピレンオキシドのブロックコポリマーを指す。本発明の開示に基づいて
当業者が確認できるように、エトキシル化とプロポキシル化の標準的な方法を用いて、本
発明のＥＯ及び／又はＰＯグリセリンエーテルを作製することができる。
【００８３】
　本発明のある態様によれば、以下の式のＰＯグリセリンエーテル、ＰＯ－ＥＯグリセリ
ンエーテル、及び／又はＥＯ－ＰＯグリセリンエーテルを生成する標準的なエトキシル化
及び／又はプロポキシル化法を使用して、ＥＯ－ＰＯグリセリンエーテル、ＰＯ－ＥＯグ
リセリンエーテル、及び／又はＰＯグリセリンエーテルを生成することができる：
【００８４】
【化１２】

　式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～２
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５個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルキ
ル基であり、ｍ1及び／又はｍ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５
である。本発明のある形態において、平均プロポキシル化度（平均ＰＯ）が、１～２５、
好ましくは１～２０となるように、ｍは、界面活性剤のプロポキシル化尾部間で変動して
もよい。
【００８５】
【化１３】

　式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～２
５個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルキ
ル基であり、ｎ1及び／又はｎ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５
であり、ｍ1及び／又はｍ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５であ
る。本発明のある形態において、平均エトキシル化／プロポキシル化度（平均ＥＯ－ＰＯ
）が、１～３０、好ましくは１～２０となるように、ｎ及びｍは、界面活性剤のエトキシ
ル化及びプロポキシル化尾部間で変動してもよい。
【００８６】
【化１４】

　式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～２
０個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルキ
ル基であり、ｎ1及び／又はｎ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５
であり、ｍ1及び／又はｍ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５であ
る。本発明のある形態において、平均エトキシル化／プロポキシル化度（平均ＥＯ－ＰＯ
）が、１～３０、好ましくは１～２０、さらに好ましくは１～９となるように、ｎ及びｍ
は、界面活性剤のエトキシル化及びプロポキシル化尾部間で変動してもよい。
【００８７】
　本明細書において化学構造は、当該技術分野で既知の従来の基準に従って描かれている
。すなわち、描かれた原子（例えば炭素原子）が満たされていない原子価を有しているよ
うに見えるところでは、その原子価は、水素原子が必ずしも明示的に描かれていない場合
であっても、水素原子によって満たされていると仮定される。本発明の化合物のうちいく
つかの構造は、不斉炭素原子を含む。別段の指示がない限り、そのような非対称性から生
じる異性体（例えば、全てのエナンチオマー及びジアステレオマー）は、本発明の範囲内
に含まれると理解されるべきである。すなわち、別段の規定がない限り、任意のキラル炭
素中心は、（Ｒ）－立体化学又は（Ｓ）－立体化学のいずれかであってもよい。このよう
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的に純粋な形で得ることができる。さらに、アルケンは、適宜、Ｅ－幾何配置又はＺ－幾
何配置のいずれかを含むことができる。また、本発明の化合物は、水、ＴＨＦ、エタノー
ルなどの許容される溶媒と、非溶媒和形態でも、溶媒和形態でも存在することができる。
一般に、本発明の目的のためには、溶媒和形態は非溶媒和形態と等価であると見なされる
。
【００８８】
　グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントを用いる組成物
　有益なことに、本発明のある形態において、ソルファクタントは、クリーニング組成物
中の溶媒の必要量を代替する及び／又は減少させることができる構成要素を提供する。本
発明の理論に従って拘束されるものではないが、本明細書に開示のソルファクタントは、
界面活性剤及び溶媒としての複合効力を提供し、ソルファクタントを用いる最終組成物の
、向上した汚れ除去特性、及び望ましくは粘度調整（これは、組成物の意図される最終用
途に従って変動する）を提供する。
【００８９】
　例えば、本発明のいくつかの形態において、ソルファクタントは、クリーニング組成物
で用いられる量の溶媒を代替する及び／又は減少させる。このような溶媒は、例えば、イ
ソプロピルアルコールを含んでもよい。本発明のソルファクタントで減少させられ得る及
び／又は代替され得る追加の溶媒には、例えば：低級アルカノール、低級アルキルエーテ
ル、グリコール、アリールグリコールエーテル、低級アルキルグリコールエーテル、メタ
ノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ブタノール、イソブタノール、
エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリ
コール、ジプロピレングリコール、混合エチレンプロピレングリコールエーテル、エチレ
ングリコールフェニルエーテル、プロピレングリコールフェニルエーテル、プロピレング
リコールメチルエーテル、プロピレングリコールプロピルエーテル、ジプロピレングリコ
ールメチルエーテル、トリプロピレングリコールメチルエーテル、エチレングリコールブ
チルエーテル、ジエチレングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコールブチルエー
テル、エチレングリコールジメチルエーテル、エチレングリコールプロピルエーテル、ジ
エチレングリコールエチルエーテル、トリエチレングリコールメチルエーテル、トリエチ
レングリコールエチルエーテル、トリエチレングリコールブチルエーテルなどの酸素化溶
媒が挙げられる。
【００９０】
　ある形態において、本発明は、以下の式のいずれかを有する、本明細書に開示のグリセ
リンエーテルエトキシレートソルファクタント化合物、又はこれらの混合物を含む組成物
に関する：
【化１５】

　（式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～
２５個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アル
キル基であり、ｎは、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５である）、又
は
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【化１６】

　（式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～
２５個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アル
キル基であり、ｍ1及び／又はｍ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１
５である）、又は

【化１７】

　（式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～
２５個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アル
キル基であり、ｎ1及び／又はｎ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１
５であり、ｍ1及び／又はｍ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５で
ある）、又は

【化１８】

　（式中、ＲzはＣＨ3、組合せＣＨ3ＣＨ2、又は１～３０個の炭素原子、好ましくは４～
２５個の炭素原子、さらに好ましくは６～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アル
キル基であり、ｎ1及び／又はｎ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１
５であり、ｍ1及び／又はｍ2は、１～２５、好ましくは１～２０、好ましくは１～１５で
ある）。
【００９１】
　本発明のソルファクタント化合物は、種々の基質及び表面、例えば布地、硬質表面用の
、抗微生物性組成物及び／又は消毒組成物として使用することができる。本発明の組成物
はまた、殺菌性組成物又は抗微生物性組成物として使用することもできる。さらに、本発
明の化合物は、種々の用途、例えば、食品接触消毒、硬質表面殺菌、布地殺菌用の、組成
物中のカップリング剤として使用することができる。いくつかの態様では、本発明の化合
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物を含有する組成物は多目的であることができる。すなわち、本発明の組成物は、例えば
、抗微生物剤及び消毒剤の両方として、又はカップリング剤と抗微生物剤の両方として、
作用することができる。
【００９２】
　ある形態において、本発明のソルファクタント化合物を用いる組成物もまた、市販のエ
トキシル化アルコールを等量（エチレンオキシドのモル数）用いる組成物と、少なくとも
実質的に同様のクリーニング効力を示す。
【００９３】
　いくつかの態様において、本発明の組成物は、グリセリンエーテルエトキシレートソル
ファクタント化合物又はこれらの混合物、及び少なくとも１つの追加の成分を含む。本発
明の組成物と共に使用するのに適した追加の成分としては、酸化剤、カルボン酸、界面活
性剤、安定剤（例えば、金属キレート剤）、消毒剤（４級アンモニウム化合物を含む）、
酵素、染料、着臭剤（香料を含む）、及び他の審美的向上剤、酸性化剤、アルカリ源、及
びこれらの混合物があるが、これらに限定されない。開示された組成物はまた、クリーニ
ング及び／又は消毒特性に関して、追加の典型的には非活性（例えば不活性）材料を含有
してもよい。これらの成分は、本発明の材料と適合するように選択され、布帛柔軟剤、蛍
光増白剤、汚れ懸濁剤、殺病原体剤、粘度調整剤、無機担体、固化剤などの材料を含む。
【００９４】
　本発明の化合物及び組成物はまた、実施例に記載された例示的な処方及び組成物などの
、従来のクリーニング剤及び／又は消毒剤、例えばアルカリ洗浄剤と組み合わせて使用す
ることができ、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント化合物での、アルコ
ールエトキシレート及び／又は従来の溶媒の適切な代替又は置換を示す。
【００９５】
　いくつかの態様において、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタン
ト化合物を用いる組成物は、定置洗浄（ＣＩＰ）技術を用いて、クリーニングされる物品
の抗微生物組成物及び／又は消毒組成物として使用することができる。このような組成物
は、例えば、（質量％）酸化剤（０．０１～１０質量％）、安定剤（０．０１～１０質量
％）、酸性化剤（０～５０質量％）、及び界面活性剤、又はこれらの混合物、を含むこと
ができ、これらは、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント（０．１～５０
質量％）を含む、及び／又はグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント（０．
１～５０質量％）で置換されていてもよい。
【００９６】
　他の態様において、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント化合
物を用いる組成物は、洗濯洗剤に使用することができる。このような組成物は、例えば、
アルカリ源（０～７５質量％）；キレート剤（０～３０質量％）；アニオン性界面活性剤
（０～２５質量％）；非イオン性界面活性剤（１～５０質量％）；溶媒（１～７５質量％
）、酸化剤（０～３０質量％）、安定剤（０．１～３０質量％）、及びグリセリンエーテ
ルエトキシレートソルファクタント（０．１～５０質量％）；補助成分（０～３０質量％
）を含むことができる。
【００９７】
　他の態様において、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント化合
物を用いる組成物は、脱脂組成物として使用することができる。このような組成物は、例
えば、アルカリ源（０～２０質量％）；溶媒（０．１～３０質量％）；水（０～９９質量
％）；界面活性剤（０～２０質量％）、及びグリセリンエーテルエトキシレートソルファ
クタント（０．１～５０質量％）を含むことができる。
【００９８】
　いくつかの態様では、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント化
合物を用いる組成物は、硬質表面、皮膚、洗濯物、器械、及び／又は物品の処理のための
抗微生物組成物及び／又は消毒組成物として使用することができる。このような組成物は
、例えば、水（１～９９質量％）；４級アンモニウム界面活性剤（０～５０質量％）；酸
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化剤（０～５０質量％）；アニオン性界面活性剤（０～４０質量％）；補助成分（０～４
０質量％）、及びグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント（０．１～５０質
量％）を含むことができる。
【００９９】
　他の態様において、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント化合
物を用いる組成物は、用品洗浄、自動食器洗浄、などの組成物として使用することができ
る。このような組成物は、例えば、アルカリ源（０～８５質量％）；キレート剤（４０質
量％）；ポリカルボン酸ポリマー（０～５０質量％）；溶媒（０～５０質量％）；酵素（
０～１０質量％）；酸化剤（０～５０質量％）；補助成分（０～３０質量％）、及びグリ
セリンエーテルエトキシレートソルファクタント（０．１～５０質量％）を含むことがで
きる。
【０１００】
　他の態様において、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント化合
物を用いる組成物は、ハンドケア組成物として使用することができる。このような組成物
は、例えば、水（１～９９質量％）；皮膚軟化剤（０～２５質量％）；界面活性剤（０．
１～４０質量％）；泡安定剤（０～２５質量％）；抗微生物剤（０～２０質量％）；ｐＨ
調整剤（０～１５質量％）；補助成分（０～３０質量％）、及びグリセリンエーテルエト
キシレートソルファクタント（０．１～５０質量％）を含むことができる。
【０１０１】
　他の態様において、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント化合
物を用いる組成物は、すすぎ補助剤組成物として使用することができる。このような組成
物は、例えば、水（０．１～９５質量％）；非イオン性界面活性剤（０．１～５０質量％
）；ヒドロトロープ（０～５０質量％）；有機酸（０～７５質量％）；溶媒（０～４０質
量％）；固化剤（０～４０質量％）；補助成分（０～５０質量％）、及びグリセリンエー
テルエトキシレートソルファクタント（０．１～５０質量％）を含むことができる。
【０１０２】
　他の態様において、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント化合
物を用いる組成物は、ソルファクタントの凝固点及び／又は融点特性が所望される、塗料
処方、接着剤、潤滑剤、冷却組成物、ガラス繊維サイジング組成物、水処理組成物、掘削
流体、ガスハイドレート阻害剤組成物、腐食抑制剤組成物、パーソナルケア組成物などに
おいて使用することができる。このような組成物は、例えば、塗料処方（非限定的な態様
として）中に：水（１～９９質量％）；溶媒（１～９０質量％）；界面活性剤（０．０１
～３０質量％）；顔料（０～１５質量％）；殺生物剤（０～１０質量％）；補助成分（１
～４０質量％）、及びグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント（０．１～５
０質量％）を含むことができる。
【０１０３】
　種々の適切な酸化剤、カルボン酸、安定剤、湿潤剤又は消泡剤、キレート剤；溶媒及び
／又は担体、ヒドロトロープ、酸性化剤、界面活性剤、追加の機能性材料、増粘剤又はゲ
ル化剤、固化剤、及び／又はこれらの混合物が、本明細書に記載の例示的な処方内に含ま
れることができる。これらの構成要素は、例えば、米国特許第８，３４４，０２６号、８
，２１６，９８９Ｂ２号、及び７，３４１，９８３Ｂ２号、及び米国特許出願第２０１２
／００５２１３４号、２０１０／００４８７３０号、２０１３／００３５２７３Ａ１号、
及び２０１２／００７１４３８号（これらは、その全体が参照することにより本明細書に
組み込まれる）に、さらに詳細に記載されている。
【０１０４】
　ある形態において、グリセリンエーテルエトキシレートは、任意の種々の界面活性剤と
の処方に適しており、これらの界面活性剤としては、特に限定されないが、非イオン性界
面活性剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両性界面活性剤、及び／又は
両性イオン性界面活性剤を含む。
【０１０５】
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　非イオン性界面活性剤
　有用な非イオン性界面活性剤は一般に、有機疎水性基と有機親水性基の存在によって特
徴付けられ、典型的には、有機脂肪族、アルキル芳香族、又はポリオキシアルキレン疎水
性化合物と、親水性アルカリ性酸化物部分（これは通常、エチレンオキシド又はその多水
和生成物であるポリエチレングリコールである）との縮合によって製造される。実際には
、反応性水素原子を備える、ヒドロキシル基、カルボキシル基、アミノ基、又はアミド基
を有する任意の疎水性化合物は、エチレンオキシドと、又はその多水和付加物と、又はプ
ロピレンオキシドなどのアルコキシレンとのその混合物と、縮合して、非イオン性界面活
性剤を生成することができる。任意の特定の疎水性化合物と縮合される親水性ポリオキシ
アルキレン部分の長さは、親水性と疎水性とのバランスの所望の程度を有する水分散性又
は水溶性化合物を生成するように、容易に調整することができる。有用な非イオン性界面
活性剤は以下を含む：
【０１０６】
　１．　開始剤反応性水素化合物として、プロピレングリコール、エチレングリコール、
グリセロール、トリメチロールプロパン、及びエチレンジアミンに基づく、ブロックポリ
オキシプロピレン－ポリオキシエチレン高分子化合物。開始剤の逐次的プロポキシル化及
びエトキシル化から製造される高分子化合物の例は、商品名Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標
）及びＴｅｔｒｏｎｉｃ（登録商標）（ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．製）で市販されている。Ｐ
ｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）化合物は、エチレンオキシドを、プロピレングリコールの二
つのヒドロキシル基へのプロピレンオキシドの付加によって形成される疎水性塩基と縮合
させることにより形成される、二官能性（二反応性水素）化合物である。この分子のこの
疎水性部分は、約１，０００～約４，０００の重さである。次に、エチレンオキシドが付
加されて、親水性基の間にこの疎水性物質を挟み、最終分子の約１０質量％～約８０質量
％を構成するように長さが制御される。Ｔｅｔｒｏｎｉｃ（登録商標）化合物は、エチレ
ンジアミンへのプロピレンオキシドとエチレンオキシドの逐次的付加から誘導される、４
官能性（ｔｅｔｒａ－ｆｌｉｎｃｔｉｏｎａｌ）ブロックコポリマーである。このプロピ
レンオキシドヒドロタイプ（ｈｙｄｒｏｔｙｐｅ）の分子量は、約５００～約７，０００
の範囲であり；親水性物質であるエチレンオキシドは、分子の約１０質量％～約８０質量
％を構成するように付加される。
【０１０７】
　２．　１モルのアルキルフェノール（ここで、直鎖若しくは分岐鎖構成のアルキル鎖、
又は単一若しくは二重のアルキル組成のアルキル鎖、が約８～約１８個の炭素原子を含有
する）と、約３～約５０モルのエチレンオキシドとの縮合生成物。このアルキル基は、例
えば、ジイソブチレン、ジ－アミル、重合プロピレン、イソオクチル、ノニル、及びジノ
ニルで表すことができる。これらの界面活性剤は、アルキルフェノールのポリエチレン、
ポリプロピレン、及びポリブチレンオキシド縮合物であることができる。この化学物質の
商業化合物の例は、商品名Ｉｇｅｐａｌ（登録商標）（Ｒｈｏｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ製）
及びＴｒｉｔｏｎ（登録商標）（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ製）で、市場で入手できる
。
【０１０８】
　３．　約６～約２４個の炭素原子を有する飽和又は不飽和の直鎖又は分枝鎖アルコール
の１モルと、約３～約５０モルのエチレンオキシドとの縮合生成物。このアルコール部分
は、上述した炭素範囲内のアルコールの混合物からなるか、又はこの範囲内の特定の数の
炭素原子を有するアルコールからなることができる。同様の市販界面活性剤の例は、商品
名Ｎｅｏｄｏｌ（商標）（Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．製）及びＡｌｆｏｎｉ
ｃ（商標）（Ｖｉｓｔａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．製）で、入手できる。
【０１０９】
　４．　約８～約１８個の炭素原子を有する飽和又は不飽和の直鎖又は分枝鎖カルボン酸
の１モルと、約６～約５０モルのエチレンオキシドとの縮合生成物。この酸部分は、上記
した炭素原子の範囲内の酸の混合物からなるか、又はこの範囲内の特定の数の炭素原子を
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有する酸からなることができる。この化学物質の商業化合物の例は、商品名Ｎｏｐａｌｃ
ｏｌ（商標）（Ｈｅｎｋｅｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製）及びＬｉｐｏｐｅｇ（商標）
（Ｌｉｐｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，　Ｉｎｃ製）で、市場で入手できる。
【０１１０】
　一般的にポリエチレングリコールエステルと呼ばれるエトキシル化カルボン酸に加えて
、グリセリド、グリセリン、及び多価（糖又はソルビタン／ソルビトール）アルコールと
の反応によって形成される他のアルカン酸エステルは、特殊な態様のために、特に間接的
な食品添加物用途のために、本発明において用途を有する。これらのエステル部分はすべ
て、これらの分子上に１つ又はそれ以上の反応性水素部位を有し、これはさらなるアシル
化又はエチレンオキシド（アルコキシド）付加を受けて、これらの物質の親水性を制御す
ることができる。これらの脂肪酸エステル又はアシル化炭水化物を、アミラーゼ及び／又
はリパーゼ酵素を含む本発明の組成物に加える時は、潜在的な不適合性のために、注意し
なければならない。
【０１１１】
　非イオン性低発泡性界面活性剤の例は、以下を含む：
【０１１２】
　５．　エチレングリコールにエチレンオキシドを付加して指定された分子量の親水性物
質を提供し、次にプロピレンオキシドを付加して分子の外（末端）で疎水性ブロックを得
ることにより、修飾されている（本質的に逆にされている）（１）からの化合物。この分
子の疎水性部分は、約１，０００～約３，１００の重さであり、中央の親水性物質を有し
、最終分子の１０質量％～約８０質量％を含む。これらの逆Ｐｌｕｒｏｎｉｃｓ（商標）
は、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎにより商品名Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（商標）Ｒ界面活
性剤で製造されている。同様に、Ｔｅｔｒｏｎｉｃ（商標）Ｒ界面活性剤は、ＢＡＳＦ　
Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎにより、エチレンジアミンへのエチレンオキシド及びプロピレン
オキシドの逐次的付加により製造されている。この分子の疎水性部分は、約２，１００～
約６，７００の重さであり、中央の親水性物質を有し、最終分子の１０質量％～８０質量
％を含む。
【０１１３】
　６．　（多官能性部分の）１又は複数の末端ヒドロキシ基を「キャッピング」又は「末
端ブロッキング」して、小さな疎水性分子（プロピレンオキシド、ブチレンオキシド、ベ
ンジルクロライドなど）；及び１～約５個の炭素原子を含有する短鎖脂肪酸、アルコール
、又はハロゲン化アルキル；及びこれらの混合物、との反応によって発泡を低減させるこ
とにより、修飾されている（１）、（２）、（３）及び（４）群からの化合物。末端ヒド
ロキシ基をクロライド基に変換する塩化チオニルなどの反応物も含まれる。末端ヒドロキ
シ基へのこのような修飾は、オール－ブロックの、ブロック－ヘテリック（ｈｅｔｅｒｉ
ｃ）の、ヘテリック－ブロックの、又はオール－ヘテリックの非イオン性物質を与える可
能性がある。
【０１１４】
　有効な低発泡性非イオン性物質の追加の例は、以下を含む：
【０１１５】
　７．　１９５９年９月８日にＢｒｏｗｎらに発行された米国特許第２，９０３，４８６
号のアルキルフェノキシポリエトキシアルカノールであり、式
【化１９】

　（式中、Ｒは８～９個の炭素原子のアルキル基であり、Ａは３～４個の炭素原子のアル
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キレン鎖であり、ｎは７～１６の整数であり、ｍは１～１０の整数である）によって示さ
れる、アルキルフェノキシポリエトキシアルカノール。
【０１１６】
　１９６２年８月７日にＭａｒｔｉｎらに発行された米国特許第３，０４８，５４８号の
、親水性オキシエチレン鎖と疎水性オキシプロピレン鎖とを交互に有する、ポリアルキレ
ングリコール縮合物（ここで、末端疎水性鎖の質量、中間疎水性単位の質量、及び連結親
水性単位の質量は、それぞれ、縮合物の約３分の１を示す）。
【０１１７】
　１９６８年５月７日にＬｉｓｓａｎｔらに発行された米国特許第３，３８２，１７８号
において開示された、一般式Ｚ［（ＯＲ）nＯＨ］zを有する、消泡性非イオン性界面活性
剤（ここで、Ｚはアルコキシル化可能な物質であり、Ｒはエチレン及びプロピレンであり
得るアルカリの酸化物（ａｌｋａｌｉｎｅ　ｏｘｉｄｅ）に由来する基であり、ｎは、例
えば１０～２，０００又はそれ以上の整数であり、ｚは、反応性のオキシアルキル化可能
な基の数により決定される整数である）。
【０１１８】
　１９５４年５月４日にＪａｃｋｓｏｎらに発行された米国特許第２，６７７，７００号
に記載された、式　Ｙ（Ｃ3Ｈ6Ｏ）n（Ｃ2Ｈ4Ｏ）mＨ　に対応する、共役ポリオキシアル
キレン化合物（ここで、Ｙは、約１～６個の炭素原子及び１個の反応性水素原子を有する
有機化合物の残基であり、ｎは、ヒドロキシル数によって決定される、少なくとも約６．
４の平均値を有し、ｍは、オキシエチレン部分が、分子の約１０質量％～約９０質量％を
構成するような値を有する）。
【０１１９】
　１９５４年４月６日にＬｕｎｄｓｔｅｄらに発行された米国特許第２，６７４，６１９
号に記載された、式　Ｙ［（Ｃ3Ｈ6Ｏn（Ｃ2Ｈ4Ｏ）mＨ］x　を有する、共役ポリオキシ
アルキレン化合物（ここで、Ｙは、約２～６個の炭素原子を有し、ｘの反応性水素原子を
含有する有機化合物の残基であり、ｘは少なくとも約２の値を有し、ｎはポリオキシプロ
ピレン疎水性ベースの分子量が少なくとも約９００であるような値を有し、ｍは分子のオ
キシエチレン含有量が約１０質量％～約９０質量％であるような値を有する）。Ｙについ
ての定義の範囲内に入る化合物には、例えば、プロピレングリコール、グリセリン、ペン
タエリスリトール、トリメチロールプロパン、エチレンジアミンなどがある。オキシプロ
ピレン鎖は、任意選択的に、しかし有利に、少量のエチレンオキシドを含み、オキシエチ
レン鎖はまた、任意選択的に、しかし有利に、少量のプロピレンオキシドを含む。
【０１２０】
　本発明の組成物において有利に使用される追加の共役ポリオキシアルキレン界面活性剤
は、式：Ｐ［（Ｃ3Ｈ6Ｏ）n（Ｃ2Ｈ4Ｏ）mＨ］xに対応する（ここで、Ｐは約８～１８個
の炭素原子を有し、ｘの反応性水素原子を含有する有機化合物の残基であり、ここで、ｘ
は１又は２の値を有し、ｎはポリオキシエチレン部分の分子量が少なくとも約４４である
ような値を有し、ｍは分子のオキシプロピレン含有量が約１０質量％～約９０質量％であ
るような値を有する）。いずれの場合においても、オキシプロピレン鎖は、任意選択的に
、しかし有利に、少量のエチレンオキシドを含んでよく、オキシエチレン鎖もまた、任意
選択的に、しかし有利に、少量のプロピレンオキシドを含んでよい。
【０１２１】
　８．　本組成物において使用するのに適したポリヒドロキシ脂肪酸アミド界面活性剤は
、構造式Ｒ2ＣＯＮR1Ｚを有するものを含む（ここで、Ｒ１は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ4ヒドロカル
ビル、２－ヒドロキシエチル、２－ヒドロキシプロピル、エトキシ、プロポキシ基、又は
これらの混合物である；Ｒ2は、Ｃ5～Ｃ31ヒドロカルビルであり、これは直鎖であっても
よい；Ｚは、鎖に直接結合した少なくとも３つのヒドロキシルを有する直鎖ヒドロカルビ
ル鎖を有するポリヒドロキシヒドロカルビル、又はそのアルコキシル化（好ましくは、エ
トキシル化又はプロポキシル化）誘導体である）。Ｚは、還元アミノ化反応において還元
糖から誘導することができる；例えばグリシチル（ｇｌｙｃｉｔｙｌ）部分。
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【０１２２】
　９．　脂肪族アルコールと約０～約２５モルのエチレンオキシドとのアルキルエトキシ
レート縮合生成物は、本組成物における使用に適している。脂肪族アルコールのアルキル
鎖は、直鎖又は分枝鎖で、１級又は２級であることができ、一般に６～２２個の炭素原子
を含有する。
【０１２３】
　１０．　エトキシル化Ｃ6～ＣI8脂肪アルコール及びＣ6～Ｃ18混合エトキシル化及びプ
ロポキシル化脂肪アルコールは、本組成物において、特に水溶性であるものにおいて、使
用するのに適した界面活性剤である。適切なエトキシル化脂肪アルコールは、３～５０の
エトキシル化度を有するＣ6～Ｃ18エトキシル化脂肪アルコールを含む。
【０１２４】
　１１．　特に本組成物において使用するのに適した非イオン性アルキルポリサッカライ
ド界面活性剤は、１９８６年１月２１日に発行された米国特許第４，５６５，６４７号（
Ｌｌｅｎａｄｏ）に開示されたものを含む。これらの界面活性剤は、約６～約３０個の炭
素原子を含有する疎水性基と、ポリサッカライド、例えば約１．３～約１０個のサッカラ
イド単位を含有するポリグリコシド親水性基と、を含む。５又は６個の炭素原子を含有す
る任意の還元糖を使用することができ、例えばグルコース、ガラクトース及びガラクトシ
ル部分で、グルコシル部分を置換してもよい。（任意選択的に、疎水性基は、２－、３－
、４－位等で結合され、こうして、グルコシド又はガラクトシドではなく、グルコース又
はガラクトースを与える）。サッカライド間結合は、例えば追加のサッカライド単位の一
つの位置と、先行するサッカライド単位上の２－、３－、４－及び／又は６－位との間で
あることができる。
【０１２５】
　１２．　本組成物において使用するのに適した脂肪酸アミド界面活性剤は、式：Ｒ6Ｃ
ＯＮ（Ｒ7）2（ここで、Ｒ6は、７～２１個の炭素原子を有するアルキル基であり、各Ｒ7

は、独立して水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ヒドロキシアルキル、又は－－（Ｃ2Ｈ4

Ｏ）xＨであり、ここで、ｘは１～３の範囲である）を有するものを含む。
【０１２６】
　１３．　非イオン性界面活性剤の有用なクラスは、アルコキシル化アミンとして、又は
最も具体的には、アルコールアルコキシル化／アミノ化／アルコキシル化界面活性剤とし
て定義されたクラスを含む。これらの非イオン性界面活性剤は、少なくとも一部は、一般
式：Ｒ20－－（ＰＯ）SＮ－－（ＥＯ）tＨ、Ｒ20－－（ＰＯ）SＮ－－（ＥＯ）tＨ（ＥＯ
）tＨ、及びＲ20－－Ｎ（ＥＯ）tＨ（ここで、Ｒ20は、８～２０個、好ましくは１２～１
４個の炭素原子のアルキル、アルケニル、若しくは他の脂肪族基、又はアルキル－アリー
ル基であり、ＥＯはオキシエチレンであり、ＰＯはオキシプロピレンであり、ｓは１～２
０、好ましくは２～５であり、ｔは１～１０、好ましくは２～５であり、ｕは１～１０、
好ましくは２～５である）によって示される。これらの化合物の範囲についての他の変更
は、代替式：Ｒ20－－（ＰＯ）V－－Ｎ［（ＥＯ）wＨ］［（ＥＯ）ZＨ］（ここで、Ｒ20

は上記したとおりであり、ｖは１～２０（例えば、１、２、３、又は４、好ましくは２）
であり、ｗとｚは、独立して１～１０、好ましくは２～５である）によって示すことがで
きる。これらの化合物は、商業的には、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓにより非
イオン性界面活性剤として販売される製品群により示される。このクラスの好ましい化学
物質は、Ｓｕｒｆｏｎｉｃ（商標）ＰＥＡ２５アミンアルコキシキシレートを含む。本発
明の組成物に好ましい非イオン性界面活性剤は、アルコールアルコキシレート、ＥＯ／Ｐ
Ｏブロックコポリマー、アルキルフェノールアルコキシレートなどを含む。
【０１２７】
　論文「Ｎｏｎｉｏｎｉｃ　Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔｓ（非イオン性界面活性剤）」（Ｓｃ
ｈｉｃｋ，　Ｍ．　Ｊ．編、ｔｈｅ　Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｓｅｒｉ
ｅｓのＶｏｌ．　１、Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ，　Ｉｎｃ．、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、１
９８３）は、本発明の実施において一般的に用いられる広範な種類の非イオン性化合物に
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リストは、１９７５年１２月３０日にＬａｕｇｈｌｉｎ及びＨｅｕｒｉｎｇに発行された
米国特許第３，９２９，６７８号に記載されている。さらなる例は、「Ｓｕｒｆａｃｅ　
Ａｃｔｉｖｅ　Ａｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ（界面活性剤と洗浄剤）」
（Ｓｃｈｗａｒｔｚ、Ｐｅｒｒｙ、及びＢｅｒｃｈによるＶｏｌ．　Ｉ及びＩＩ）に記載
されている。
【０１２８】
　半極性非イオン性界面活性剤
　非イオン性界面活性剤の半極性タイプは、本発明の組成物に有用な別のクラスの非イオ
ン性界面活性剤である。一般に、半極性非イオン性物質は、高発泡剤及び発泡安定剤であ
り、これが、ＣＩＰシステムにおけるそれらの適用を制限する可能性がある。しかしなが
ら、高発泡クリーニング法向けに設計された本発明の組成物態様内で、半極性非イオン性
物質は、即時の有用性を有するであろう。半極性非イオン性界面活性剤は、アミンオキシ
ド、ホスフィンオキシド、スルホキシド、及びこれらのアルコキシル化誘導体を含む。
【０１２９】
　１４．　アミンオキシドは、以下の一般式に対応する３級アミンオキシドである：
【化２０】

　式中、矢印は、半極性結合の慣例的表現であり、Ｒ1、Ｒ2、及びＲ3は、脂肪族、芳香
族、複素環、脂環式、又はこれらの組み合わせであってもよい。一般に、洗浄剤目的のア
ミンオキシドのために、Ｒ1は、約８～約２４個の炭素原子のアルキル基である；Ｒ2及び
Ｒ3は、１～３個の炭素原子のアルキル又はヒドロキシアルキル、又はこれらの混合物で
ある；Ｒ2及びＲ3は、例えば酸素又は窒素原子を介して互いに結合して、環構造を形成す
ることができる；Ｒ4は、２～３個の炭素原子を含有するアルカリ性（ａｌｋａｌｉｎｅ
）又はヒドロキシアルキレン基である；ｎは０～約２０の範囲である。
【０１３０】
　有用な水溶性アミンオキシド界面活性剤は、ココナツ又はタローアルキルジ－（低級ア
ルキル）アミンオキシドから選択され、その具体例は、ドデシルジメチルアミンオキシド
、トリデシルジメチルアミンオキシド、エトラ（ｅｔｒａ）デシルジメチルアミンオキシ
ド、ペンタデシルジメチルアミンオキシド、ヘキサデシルジメチルアミンオキシド、ヘプ
タデシルジメチルアミンオキシド、オクタデシルジメチルアイン（ａｉｎｅ）オキシド、
ドデシルジプロピルアミンオキシド、テトラデシルジプロピルアミンオキシド、ヘキサデ
シルジプロピルアミンオキシド、テトラデシルジブチルアミンオキシド、オクタデシルジ
ブチルアミンオキシド、ビス（２－ヒドロキシエチル）ドデシルアミンオキシド、ビス（
２－ヒドロキシエチル）－３－ドデコキシ－１－ヒドロキシプロピルアミンオキシド、ジ
メチル－（２－ヒドロキシドデシル）アミンオキシド、３，６，９－トリオクタデシルジ
メチルアミンオキシド、及び３－ドデコキシ－２－ヒドロキシプロピルジ－（２－ヒドロ
キシエチル）アミンオキシドである。
【０１３１】
　有用な半極性非イオン性界面活性剤はまた、以下の構造を有する水溶性ホスフィンオキ
シドを含む：
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【化２１】

　（式中、矢印は、半極性結合の慣例的表現である；Ｒ1は、鎖長中の炭素原子が１０～
約２４個の範囲にあるアルキル、アルケニル、又はヒドロキシアルキル部分である；Ｒ2

及びＲ3は、それぞれ、１～３個の炭素原子を含有するアルキル又はヒドロキシアルキル
基から別々に選択されるアルキル部分である。）
【０１３２】
　有用なホスフィンオキシドの例は、ジメチルデシルホスフィンオキシド、ジメチルテト
ラデシルホスフィンオキシド、メチルエチルテトラデシルホスホン（ｐｈｏｓｐｈｏｎｅ
）オキシド、ジメチルヘキサデシルホスフィンオキシド、ジエチル－２－ヒドロキシオク
チルデシルホスフィンオキシド、ビス（２－ヒドロキシエチル）ドデシルホスフィンオキ
シド、及びビス（ヒドロキシメチル）テトラデシルホスフィンオキシドを含む。
【０１３３】
　本明細書において有用な半極性非イオン性界面活性剤はまた、以下の構造を有する水溶
性スルホキシド化合物を含む：

【化２２】

　（式中、矢印は、半極性結合の慣例的表現である；Ｒ1は、約８～約２８個の炭素原子
の、０～約５個のエーテル結合の、及び０～約２個のヒドロキシル置換基の、アルキル又
はヒドロキシアルキル部分である；Ｒ2は、１～３個の炭素原子を有するアルキル及びヒ
ドロキシアルキル基からなるアルキル部分である。）
【０１３４】
　これらのスルホキシドの有用な例は、ドデシルメチルスルホキシド；３－ヒドロキシト
リデシルメチルスルホキシド；３－メトキシトリデシルメチルスルホキシド；及び３－ヒ
ドロキシ－４－ドデコキシブチルメチルスルホキシドを含む。
【０１３５】
　本発明の組成物のための半極性非イオン性界面活性剤は、ラウリルジメチルアミンオキ
シド、ミリスチルジメチルアミンオキシド、セチルジメチルアミンオキシド、これらの組
合せなどのジメチルアミンオキシドを含む。有用な水溶性アミンオキシド界面活性剤は、
オクチル、デシル、ドデシル、イソドデシル、ココナツ、又はタローアルキルジ－（低級
アルキル）アミンオキシドから選択され、その具体例は、オクチルジメチルアミンオキシ
ド、ノニルジメチルアミンオキシド、デシルジメチルアミンオキシド、ウンデシルジメチ
ルアミンオキシド、ドデシルジメチルアミンオキシド、イソドデシルジメチルアミンオキ
シド、トリデシルジメチルアミンオキシド、テトラデシルジメチルアミンオキシド、ペン
タデシルジメチルアミンオキシド、ヘキサデシルジメチルアミンオキシド、ヘプタデシル
ジメチルアミンオキシド、オクタデシルジメチルアミンオキシド、ドデシルジプロピルア
ミンオキシド、テトラデシルジプロピルアミンオキシド、ヘキサデシルジプロピルアミン
オキシド、テトラデシルジブチルアミンオキシド、オクタデシルジブチルアミンオキシド
、ビス（２－ヒドロキシルエチル）ドデシルアミンオキシド、ビス（２－ヒドロキシルエ
チル）－３－ドデコキシ－１－ヒドロキシプロピルアミンオキシド、ジメチル－（２－ヒ
ドロキシドデシル）アミンオキシド、３，６，９－トリオクタデシルジメチルアミンオキ



(30) JP 6141973 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

シド、及び３－ドデコキシ－２－ヒドロキシプロピルジ－（２－ヒドロキシエチル）アミ
ンオキシドである。
【０１３６】
　本発明の組成物との使用に適した非イオン性界面活性剤は、アルコキシル化界面活性剤
を含む。適切なアルコキシル化界面活性剤は、ＥＯ／ＰＯコポリマー、キャップ化ＥＯ／
ＰＯコポリマー、アルコールアルコキシレート、キャップ化アルコールアルコキシレート
、これらの混合物、などを含む。溶媒としての使用に適したアルコキシル化界面活性剤は
、Ｐｌｕｒｏｎｉｃ及び逆Ｐｌｕｒｏｎｉｃ界面活性剤などのＥＯ／ＰＯブロックコポリ
マー；Ｄｅｈｙｐｏｎ　ＬＳ－５４（Ｒ－（ＥＯ）5（ＰＯ）4）及びＤｅｈｙｐｏｎ　Ｌ
Ｓ－３６（Ｒ－（ＥＯ）3（ＰＯ）6）などのアルコールアルコキシレート；及び、Ｐｌｕ
ｒａｆａｃ　ＬＦ２２１及びＴｅｇｏｔｅｎ　ＥＣ１１などのキャップ化アルコールアル
コキシレート；これらの混合物、などを含む。
【０１３７】
　アニオン性界面活性剤
　本発明で同様に有用なものは、疎水性物質上の電荷が負であるためにアニオン性物質と
して分類される界面活性物質；又はｐＨが中性以上に上昇しない限り（カルボン酸）、分
子の疎水性領域が電荷を持たない界面活性剤（例えばカルボン酸）である。カルボキシレ
ート、スルホネート、サルフェート、及びホスフェートは、アニオン性界面活性剤中に見
られる極性（親水性）可溶化基である。これらの極性基に関連するカチオン（対イオン）
の中で、ナトリウム、リチウム、及びカリウムは水溶性を付与し；アンモニウム及び置換
アンモニウムイオンは、水溶性と脂溶性の両方を提供し；そしてカルシウム、バリウム、
及びマグネシウムは、脂溶性を促進する。当業者には理解されるように、アニオン性物質
は優れた洗浄用界面活性剤であり、従って、強力な洗浄組成物への好適な追加物である。
【０１３８】
　本発明の組成物における使用に適したアニオン性サルフェート界面活性剤は、アルキル
エーテルサルフェート、アルキルサルフェート、直鎖の及び分岐鎖の１級及び２級アルキ
ルサルフェート、アルキルエトキシサルフェート、脂肪オレイルグリセロールサルフェー
ト、アルキルフェノールエチレンオキシドエーテルサルフェート、Ｃ5～Ｃ17アシル－Ｎ
－（Ｃ1～Ｃ4アルキル）及び－Ｎ－（Ｃ1～Ｃ2ヒドロキシアルキル）グルカミンサルフェ
ート、及びアルキルポリグルコシドのサルフェートなどのアルキルポリサッカライドのサ
ルフェート、などを含む。また、アルキルサルフェート、アルキルポリ（エチレンオキシ
）エーテルサルフェート、及び芳香族ポリ（エチレンオキシ）サルフェート、例えばエチ
レンオキシドとノニルフェノールとのサルフェート又は縮合生成物（通常、１分子につき
１～６個のオキシエチレン基を有する）が含まれる。
【０１３９】
　本組成物における使用に適したアニオン性スルホネート界面活性剤はまた、アルキルス
ルホネート、直鎖の及び分岐鎖の１級及び２級アルキルスルホネート、及び置換基を有す
る芳香族スルホネート又は置換基を有さない芳香族スルホネートを含む。
【０１４０】
　本組成物における使用に適したアニオン性カルボキシレート界面活性剤は、アルカン酸
（及びアルカン酸塩）、エステルカルボン酸（例えば、アルキルコハク酸塩）、エーテル
カルボン酸、などのカルボン酸（及び塩）を含む。このようなカルボキシレートは、アル
キルエトキシカルボキシレート、アルキルアリールエトキシカルボキシレート、アルキル
ポリエトキシポリカルボキシレート界面活性剤及び石鹸（例えば、アルキルカルボキシル
）を含む。本組成物に有用な２級カルボキシレートは、第２級炭素に接続されたカルボキ
シル単位を含有するものを含む。第２級炭素は、例えば、ｐ－オクチル安息香酸内、又は
アルキル置換シクロヘキシルカルボキシレート内のような、環構造内にあることができる
。２級カルボキシレート界面活性剤は、典型的には、エーテル結合、エステル結合、及び
ヒドロキシル基を含まない。さらに、これらは典型的には、頭部基（両親媒性部分）にお
いて窒素原子を欠いている。適切な２級石鹸界面活性剤は、典型的には、１１～１３個の



(31) JP 6141973 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

総炭素原子を含むが、より多くの炭素原子（例えば、最大１６個）が存在してもよい。適
切なカルボキシレートはまた、アシルグルタミン酸塩、アシルペプチド、サルコシン酸塩
（例えば、Ｎ－アシルサルコシン酸塩）、タウレート（例えば、Ｎ－アシルタウレート、
及びメチルタウリド（ｔａｕｒｉｄｅ）の脂肪酸アミド）などのアシルアミノ酸（及び塩
）を含む。
【０１４１】
　適切なアニオン性界面活性剤は、下記式のアルキル又はアルキルアリールエトキシカル
ボキシレートを含む：
【化２３】

　（式中、Ｒは、Ｃ8～Ｃ22アルキル基、又は

【化２４】

であり、ここで、Ｒ1はＣ4～Ｃ16アルキル基であり；ｎは１～２０の整数であり；ｍは１
～３の整数であり、Ｘは、水素、ナトリウム、カリウム、リチウム、アンモニウムなどの
対イオン、又はモノエタノールアミン、ジエタノールアミン、又はトリエタノールアミン
などのアミン塩である）。いくつかの態様において、ｎは４～１０の整数であり、ｍは１
である。いくつかの態様において、ＲはＣ8～Ｃ16アルキル基である。いくつかの態様に
おいて、ＲはＣ12～Ｃ14アルキル基であり、ｎは４であり、ｍは１である。
【０１４２】
　他の態様において、Ｒは

【化２５】

であり、Ｒ1は、Ｃ6～Ｃ12アルキル基である。さらに別の態様において、Ｒ1はＣ9アルキ
ル基であり、ｎは１０であり、ｍは１である。
【０１４３】
　このようなアルキル及びアルキルアリールエトキシカルボキシレートは、市販されてい
る。これらのエトキシカルボキシレートは、典型的には酸形態として入手でき、これは、
アニオン性形態又は塩形態に容易に変換できる。市販のカルボキシレートは、Ｎｅｏｄｏ
ｘ　２３－４、Ｃ12-13アルキルポリエトキシ（４）カルボン酸（Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ）、及びＥｍｃｏｌ　ＣＮＰ－１１０、Ｃ9アルキルアリールポリエトキシ（１
０）カルボン酸（Ｗｉｔｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）を含む。カルボキシレートはまた、Ｃ
ｌａｒｉａｎｔから入手でき、例えば製品Ｓａｎｄｏｐａｎ（登録商標）ＤＴＣ、Ｃ13ア
ルキルポリエトキシ（７）カルボン酸が入手できる。
【０１４４】
　カチオン性界面活性剤
　界面活性物質は、分子のヒドロトロープ部分の電荷が正である場合、カチオン性として
分類される。ｐＨが中性近くまで又はそれ以下に低下しない限りヒドロトロープが電荷を
保有しないが、カチオン性（例えばアルキルアミン）である、界面活性剤も、この群に含
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まれる。理論的にはカチオン性界面活性剤は、「オニウム」構造ＲｎＸ＋Ｙ－－を含む要
素の任意の組み合わせから合成することができ、リン（ホスホニウム）及び硫黄（スルホ
ニウム）などの、窒素（アンモニウム）以外の化合物を含みうる。実際には、カチオン性
界面活性剤分野は、窒素含有化合物により占められており、これはおそらく、窒素含有カ
チオン性物質への合成経路は単純かつ容易であり、生成物の収量が高く、従ってこれらを
より安価にすることができるためである。
【０１４５】
　カチオン性界面活性剤は、好ましくは、少なくとも一つの長い炭素鎖の疎水性基と、少
なくとも１つの正に荷電した窒素とを含む化合物を含み、さらに好ましくはこれを意味す
る。長い炭素鎖の基は、単純な置換により窒素原子に直接結合しているか、又は、より好
ましくは、いわゆる中断アルキルアミン及びアミドアミン中の架橋性官能基により間接的
に、結合していてもよい。このような官能基は、分子を、より親水性及び／又はより水分
散性にすることができ、共界面活性剤混合物によってより容易に水可溶化することができ
、及び／又は水溶性にすることができる。水溶性を上昇させるために、追加の１級、２級
、又は３級アミノ基を導入することができる、又はアミノ窒素を、低分子量アルキル基で
４級化することができる。さらに、窒素は、様々な程度の不飽和度の分岐鎖若しくは直鎖
部分の一部、又は飽和若しくは不飽和複素環の一部、であってもよい。さらに、カチオン
性界面活性剤は、２つ以上のカチオン性窒素原子を有する複雑な結合を含んでいてもよい
。
【０１４６】
　アミンオキシド、両性物質及び双性イオンとして分類される界面活性剤化合物は、それ
自体は典型的には、中性近辺～酸性ｐＨ溶液中でカチオン性であり、界面活性剤の分類と
重複する可能性がある。ポリオキシエチル化カチオン性界面活性剤は一般的に、アルカリ
性溶液中では非イオン性界面活性剤のように挙動し、酸性溶液中ではカチオン性界面活性
剤のように挙動する。
【０１４７】
　最も単純なカチオン性アミン、アミン塩、及び四級アンモニウム化合物は、以下のよう
に図式で記載することができる：

【化２６】

　（式中、Ｒは長いアルキル鎖であり、Ｒ’、Ｒ”、及びＲ’’’は、長いアルキル鎖又
はより小さいアルキル若しくはアリール基又は水素であってよく、Ｘはアニオンである）
。アミン塩及び４級アンモニウム化合物は、その高度の水溶性のために、本発明における
実際の使用に好ましい。
【０１４８】
　大量の商業的カチオン性界面活性剤の大部分は、当業者に既知であり、「Ｓｕｒｆａｃ
ｔａｎｔ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ」、Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　＆　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅ
ｓ、Ｖｏｌ．１０４（２）　８６－９６　（１９８９）に記載されている、４つの主要な
クラスと追加のサブグループに細分することができる。第１のクラスは、アルキルアミン
及びそれらの塩を含む。第２のクラスは、アルキルイミダゾリンを含む。第３のクラスは
、エトキシル化アミンを含む。第４のクラスは、アルキルベンジルジメチルアンモニウム
塩、アルキルベンゼン塩、複素環アンモニウム塩、テトラアルキルアンモニウム塩などの
４級物質を含む。カチオン性界面活性剤は、本組成物において有益であり得る種々の特性
を有することが知られている。これらの望ましい特性は、中性又はそれ以下のｐＨの組成
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物における洗浄力、抗微生物性効力、他の薬剤と共同しての増粘性又はゲル化、などを含
むことができる。
【０１４９】
　本発明の組成物において有用なカチオン性界面活性剤は、式Ｒ1

mＲ
2
xＹLＺを有するも

のを含む（ここで、各Ｒ1は、最大３個のフェニル又はヒドロキシ基で任意選択的に置換
され、最大４個の以下の構造：
【化２７】

又はこれらの構造の異性体若しくは混合物で任意選択的に中断され、約８～２２個の炭素
原子を含有する、直鎖または分枝鎖アルキル又はアルケニル基を含有する有機基である）
。Ｒ1基は、さらに、最大１２個のエトキシ基を含むことができる。ｍは、１～３の数で
ある。好ましくは、分子中１個以下のＲ1基が、ｍが２である時１６個以上の炭素原子を
有し、又はｍが３である時１２個を超える炭素原子を有する。各Ｒ2は、１～４個の炭素
原子を含有するアルキル若しくはヒドロキシアルキル基、又は分子中の１個以下のＲ2が
ベンジルであるベンジル基であり、ｘは、０～１１の数、好ましくは０～６の数である。
Ｙ基上の任意の炭素原子位置の残りは、水素により満たされる。
【０１５０】
　Ｙは、特に限定されないが、
【化２８】

を含む基、又はこれらの混合物であってよい。好ましくは、Ｌは１又は２であり、Ｙ基は
、１～約２２個の炭素原子を有し、かつＬが２である時２つの遊離炭素単結合を有する、
Ｒ1及びＲ2の類似体（好ましくはアルキレン又はアルケニレン）から選択される部分によ
り分離されている。Ｚは、カチオン性成分の電気的中性を与える数の、ハロゲン化物、サ
ルフェート、メチルサルフェート、水酸化物、又は硝酸アニオン、特に好ましくは、塩化
物、臭化物、ヨウ化物、サルフェート又はメチルサルフェートアニオンなどの、水溶性ア
ニオンである。
【０１５１】
　両性界面活性剤
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　両性（ａｍｐｈｏｔｅｒｉｃ）、又は両性電解質（ａｍｐｈｏｌｙｔｉｃ）界面活性剤
は、塩基性及び酸性親水性基と有機疎水性基の両方を含有する。これらのイオン性物質は
、他の種類の界面活性剤について本明細書に記載したアニオン性又はカチオン性基のいず
れであってもよい。塩基性窒素及び酸性カルボキシレート基は、塩基性及び酸性親水性基
として用いられる典型的な官能基である。いくつかの界面活性剤では、スルホネート、サ
ルフェート、ホスホネート、又はホスフェートは、負電荷を提供する。
【０１５２】
　両性界面活性剤は、脂肪族２級及び３級アミンの誘導体として広く記述することができ
る。ここで、脂肪族基は直鎖又は分枝鎖でよく、脂肪族置換基の１つは、約８～１８個の
炭素原子を含有し、１つは、アニオン性の水可溶化基（例えば、カルボキシ、スルホ、ス
ルファト、ホスファト、又はホスホノ）を含有する。両性界面活性剤は、当業者に既知で
あり、「Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ」、Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　＆
　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ、Ｖｏｌ．　１０４　（２）　６９－７１　（１９８９）（これ
は、その全体が参照することにより本明細書に組み込まれる）に記載されている、２つの
主要なクラスに細分される。第１のクラスは、アシル／ジアルキルエチレンジアミン誘導
体（例えば、２－アルキルヒドロキシエチルイミダゾリン誘導体）及びその塩を含む。第
２のクラスは、Ｎ－アルキルアミノ酸及びその塩を含む。いくつかの両性界面活性剤は、
両方のクラスに適合するものとして予想することができる。
【０１５３】
　両性界面活性剤は、当業者に既知の方法によって合成することができる。例えば、２－
アルキルヒドロキシエチルイミダゾリンは、ジアルキルエチレンジアミンによる長鎖カル
ボン酸（又は誘導体）の縮合と閉環によって合成される。商業的な両性界面活性剤は、イ
ミダゾリン環のその後の加水分解及びアルキル化（例えば、クロロ酢酸又は酢酸エチルに
よる）による開環によって誘導体化される。アルキル化の間に、１つ又は２つのカルボキ
シ－アルキル基は反応して、３級アミン及びエーテル結合を形成し、異なるアルキル化剤
は異なる３級アミンを与える。
【０１５４】
　本発明において用途を有する長鎖イミダゾール誘導体は、一般に以下の一般式を有する
：
【化２９】

　（式中、Ｒは、約８～１８個の炭素原子を含む非環式疎水性基であり、Ｍは、アニオン
の電荷を中和するためのカチオン、一般にナトリウム、である）。本組成物において用い
ることができる商業的に著名なイミダゾリン由来の両性物質は、例えば、ココアンホプロ
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ピオネート、ココアンホカルボキシ－プロピオネート、ココアンホグリシネート、ココア
ンホカルボキシ－グリシネート、ココアンホプロピルスルホネート、及びココアンホカル
ボキシ－プロピオン酸を含む。アンホカルボン酸は、アンホジカルボン酸のジカルボン酸
官能性が二酢酸及び／又はジプロピオン酸である脂肪イミダゾリンから、製造することが
できる。
【０１５５】
　本明細書で上記したカルボキシメチル化化合物（グリシネート）は、しばしばベタイン
と呼ばれる。ベタインは、双性イオン界面活性剤という標題のセクションで後述される特
殊なクラスの両性物質である。
【０１５６】
　長鎖Ｎ－アルキルアミノ酸は、ＲＮＨ2（ここで、ＲはＣ8～Ｃ18直鎖又は分岐鎖のアル
キル脂肪アミンである）とハロゲン化カルボン酸との反応により容易に調製される。アミ
ノ酸の１級アミノ基のアルキル化は、２級及び３級アミンをもたらす。アルキル置換基は
、２つ以上の反応性窒素中心を提供する追加のアミノ基を有していてもよい。ほとんどの
市販のＮ－アルキルアミン酸は、ベータ－アラニン又はベータ－Ｎ（２－カルボキシエチ
ル）アラニンのアルキル誘導体である。本発明において用途を有する市販のＮ－アルキル
アミノ酸両性電解質の例は、アルキルベータ－アミノジプロピオネート、ＲＮ（Ｃ2Ｈ4Ｃ
ＯＯＭ）2、及びＲＮＨＣ2Ｈ4ＣＯＯＭを含む。ある態様において、Ｒは、約８～約１８
個の炭素原子を含む非環式疎水性基である可能性があり、Ｍはアニオンの電荷を中和する
カチオンである。
【０１５７】
　適切な両性界面活性剤は、ココナツ油又はココナツ脂肪酸などのココナツ製品から誘導
されるものを含む。追加の適切なココナツ由来の界面活性剤は、その構造の一部として、
エチレンジアミン部分、アルカノールアミド部分、アミノ酸部分、例えば、グリシン、又
はこれらの組み合わせ、及び約８～１８（例えば、１２）個の炭素原子の脂肪族置換基を
含む。このような界面活性剤はまた、アルキルアンホジカルボン酸と見なすことができる
。これらの両性界面活性剤は、Ｃ12アルキル－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｎ+（Ｃ
Ｈ2－ＣＨ2－ＣＯ2Ｎａ）2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＯＨ、又はＣ12－アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（
Ｈ）－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｎ+（ＣＨ2－ＣＯ2Ｎａ）2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＯＨとして表される化
学構造を含むことができる。二ナトリウムココアンホジプロピオネートは、１つの適した
両性界面活性剤であり、商品名Ｍｉｒａｎｏｌ（商標）ＦＢＳで、Ｒｈｏｄｉａ　Ｉｎｃ
．、Ｃｒａｎｂｕｒｙ、Ｎ．Ｊ．から市販されている。化学名二ナトリウムココアンホジ
アセテートを有する別の適切なココナツ由来両性界面活性剤は、商品名Ｍｉｒａｔａｉｎ
ｅ（商標）ＪＣＨＡで、（これも、Ｒｈｏｄｉａ　Ｉｎｃ．、Ｃｒａｎｂｕｒｙ、Ｎ．Ｊ
．から）販売されている。
【０１５８】
　両性のクラス及びこれらの界面活性剤種の典型的なリストは、１９７５年１２月３０日
に発行された米国特許第３，９２９，６７８号（Ｌａｕｇｈｌｉｎ及びＨｅｕｒｉｎｇ）
に記載されている。さらなる例は、「Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ａｇｅｎｔｓ　ａ
ｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｓ（界面活性剤と洗浄剤）」（Ｓｃｈｗａｒｔｚ、Ｐｅｒｒｙ及
びＢｅｒｃｈによる、Ｖｏｌ．Ｉ及びＩＩ）に記載されている。これらの参考文献の各々
は、参照することにより、その全体が本明細書に組み込まれる。
【０１５９】
　双性イオン性界面活性剤
　双性イオン性界面活性剤は、両性界面活性剤のサブセットとして考えることができ、ア
ニオン電荷を含むことができる。双性イオン性界面活性剤は、２級及び３級アミンの誘導
体、複素環式２級及び３級アミンの誘導体、又は４級アンモニウム、４級ホスホニウム若
しくは３級スルホニウム化合物の誘導体として、広く記述することができる。典型的には
、双性イオン性界面活性剤は、陽性荷電した４級アンモニウムを含み、又はある場合には
、スルホニウム又はホスホニウムイオン；陰性荷電カルボキシル基；及びアルキル基を含
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む。双性イオン性物質は、一般に、分子の等電領域においてほぼ同程度にイオン化し、か
つ正電荷中心と負電荷中心との間の強力な「分子内塩」引力を生じることのできる、カチ
オン性基とアニオン性基を含有する。このような双性イオン性合成界面活性剤の例は、脂
肪族４級アンモニウム、ホスホニウム、及びスルホニウム化合物の誘導体を含み、ここで
、脂肪族基は直鎖又は分岐鎖であることができ、脂肪族置換基の１つは８～１８個の炭素
原子を含有し、１つは、アニオン性水可溶化基、例えば、カルボキシ、スルホネート、サ
ルフェート、ホスフェート、又はホスホネートを含有する。
【０１６０】
　ベタイン及びスルタイン界面活性剤は、本明細書での使用に典型的な双性イオン性界面
活性剤である。これらの化合物の一般式は以下のとおりである：
【化３０】

　（式中、Ｒ1は、０～１０個のエチレンオキシド部分と０～１個のグリセリル部分とを
有する、８～１８個の炭素原子のアルキル、アルケニル、又はヒドロキシアルキル基を含
有する；Ｙは、窒素、リン、及び硫黄原子からなる群から選択される；Ｒ2は、１～３個
の炭素原子を含有するアルキル又はモノヒドロキシアルキル基である；Ｙが硫黄原子であ
る時ｘは１であり、Ｙが窒素又はリン原子である時ｘは２である；Ｒ3は、アルキレン又
はヒドロキシアルキレン又は１～４個の炭素原子のヒドロキシアルキレンであり、Ｚは、
カルボキシレート、スルホネート、サルフェート、ホスホネート、及びホスフェート基か
らなる群から選択される基である）。
【０１６１】
　上記した構造を有する双性イオン性界面活性剤の例は、４－［Ｎ，Ｎ－ジ（２－ヒドロ
キシエチル）－Ｎ－オクタデシルアンモニオ］－ブタン－１－カルボキシレート；５－［
Ｓ－３－ヒドロキシプロピル－Ｓ－ヘキサデシルスルホニオ］－３－ヒドロキシペンタン
－１－サルフェート；３－［Ｐ，Ｐ－ジエチル－Ｐ－３，６，９－トリオキサテトラコサ
ンホスホニオ］－２－ヒドロキシプロパン－１－ホスフェート；３－［Ｎ，Ｎ－ジプロピ
ル－Ｎ－３－ドデコキシ－２－ヒドロキシプロピル－アンモニオ］－プロパン－１－ホス
ホナート；３－（Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ヘキサデシルアンモニオ）－プロパン－１－ス
ルホネート；３－（Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ヘキサデシルアンモニオ）－２－ヒドロキシ
－プロパン－１－スルホネート；４－［Ｎ，Ｎ－ジ（２（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ（
２－ヒドロキシドデシル）アンモニオ］－ブタン－１－カルボキシレート；３－［Ｓ－エ
チル－Ｓ－（３－ドデコキシ－２－ヒドロキシプロピル）スルホニオ］－プロパン－１－
ホスフェート；３－［Ｐ，Ｐ－ジメチル－Ｐ－ドデシルホスホニオ］－プロパン－１－ホ
スホネート；及びＳ［Ｎ，Ｎ－ジ（３－ヒドロキシプロピル）－Ｎ－ヘキサデシルアンモ
ニオ］－２－ヒドロキシ－ペンタン－１－サルフェート、を含む。この洗浄界面活性剤に
含まれるアルキル基は、直鎖又は分枝鎖である可能性があり、飽和又は不飽和である可能
性がある。
【０１６２】
　本組成物における使用に適した双性イオン性界面活性剤は、一般構造：
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【化３１】

のベタインを含む。これらの界面活性剤ベタインは、典型的には、ｐＨの極で強いカチオ
ン性もアニオン性も示さず、またこれらの等電点範囲において水溶性の低下も示さない。
「外部」４級アンモニウム塩とは異なり、ベタインはアニオン性物質と適合性がある。適
切なベタインの例は、ココナツアシルアミドプロピルジメチルベタイン；ヘキサデシルジ
メチルベタイン；Ｃ12-14アシルアミドプロピルベタイン；Ｃ8-14アシルアミドヘキシル
ジエチルベタイン；４－Ｃ14-16アシルメチルアミドジエチルアンモニオ－１－カルボキ
シブタン；Ｃ16-18アシルアミドジメチルベタイン；Ｃ12-16アシルアミドペンタンジエチ
ルベタイン；及びＣ12-16アシルメチルアミドジメチルベタインを含む。
【０１６３】
　本発明において有用なスルタインは、式（Ｒ（Ｒ1）2Ｎ

+Ｒ2ＳＯ3-を有する化合物を含
み、ここで、Ｒは、Ｃ6～Ｃ18ヒドロカルビル基であり、各Ｒ1は、典型的には独立して、
Ｃ1～Ｃ3アルキル、例えばメチルであり、Ｒ2はＣ1～Ｃ6ヒドロカルビル基、例えばＣ1～
Ｃ3アルキレン又はヒドロキシアルキレン基である。
【０１６４】
　双性イオン性のクラス、及びこれらの界面活性剤種の典型的なリストは、１９７５年１
２月３０日に発行された米国特許第３，９２９，６７８号（Ｌａｕｇｈｌｉｎ及びＨｅｕ
ｒｉｎｇ）に記載されている。さらなる例は、「Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ａｇｅ
ｎｔｓ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｓ（界面活性剤と洗浄剤）」（Ｓｃｈｗａｒｔｚ、Ｐ
ｅｒｒｙ及びＢｅｒｃｈによる、Ｖｏｌ．Ｉ及びＩＩ）に記載されている。これらの参考
文献の各々は、その全体が本明細書に組み込まれる。
【０１６５】
　使用方法
　本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントは、例えば本明細書に開
示の種々の組成物において、アルコールエトキシレート界面活性剤（全体又は一部）の置
換物及び／又は代替物として使用するのによく適している。本明細書の開示から、当業者
は、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントが、アルコールエトキシレート
が通常に使用される任意の用途、方法、又は使用で使用することができることを、確認で
きるであろう。
【０１６６】
　本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントは、本明細書で開示され
る種々の組成物において、溶媒、可溶化剤、及び／又はヒドロトロープ（全体又は一部）
の置換物及び／又は代替物として使用するのによく適している。当業者に理解されるよう
に、「アルコールエトキシレート」は、種々の分岐鎖又は直鎖エトキシレートを含み、こ
のエトキシレートは１級、２級、又は３級であってもよく、さらに非イオン性又はアニオ
ン性であってもよい。本発明のある形態において、組成物は、アルコールエトキシレート
界面活性剤として、少なくとも実質的に同様のクリーニング性能、好ましくは、改良され
たクリーニング性能、を提供する。
【０１６７】
　グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントを使用する種々の方法を想定する
ことができ、例えば、洗濯物及び／又は他の布地のクリーニング、万能クリーナー及び／
又は洗浄剤、種々の微生物に対する硬質表面クリーナー、殺菌剤、消毒剤、殺胞子剤など
、における使用、すすぎ助剤、潤滑剤などとしての使用、のための用途、が含まれる。さ
らなる態様において、グリセリンエーテルエトキシレートを使用する方法は、工業用表面
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、農業用又は獣医用表面、空気の流れ、食品加工表面、食品生産物、肉製品、家禽、医療
表面、種々の器械、植物、植物製品、車両、用品、などの種々の表面から、複数の汚れを
除去することを含みうる。
【０１６８】
　本発明の範囲は、本組成物を使用する方法に関連して、決して限定されない。
【０１６９】
　本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントを使用する方法は、本組
成物の様々な量の活性物質を用い、この量は、例えば使用溶液と比較したときの濃縮組成
物などのように、組成物の調製に依存して変動することとなる。
【０１７０】
　さらなる態様において、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント（及びこ
れを含む組成物）を使用する方法は、濃縮組成物と使用組成物との使用を含んでよい。例
えば、濃縮組成物は、（例えば水で）希釈されて、使用組成物を形成することができる。
ある態様では、濃縮組成物は、対象物に適用する前に、使用溶液へ希釈することができる
。経済的理由のために、濃縮物を販売することができ、最終ユーザーは、濃縮物を、水又
は水性希釈剤で、使用溶液へ希釈することができる。
【０１７１】
　濃縮組成物中の活性構成要素のレベルは、意図された希釈係数及びグリセリンエーテル
エトキシレートソルファクタント化合物の所望の活性に依存する。一般に、約１液量オン
スの約１０ガロンの水への希釈から、約１０液量オンスの約１ガロンの水への希釈が、本
発明の水性組成物のために使用される。いくつかの態様において、高い使用温度（２５℃
より高い）又は長い曝露時間（３０秒より長い）を用いることができる場合には、より高
い使用希釈率を用いることができる。典型的な使用場所では、濃縮物は、多い割合の水で
、一般的に利用可能な水道水又は用水を使用して、水１００ガロン当たり約３～約４０オ
ンスの濃縮物という希釈率で材料を混合して、希釈される。
【０１７２】
　いくつかの態様において、洗濯用途で使用される場合、濃縮組成物は、約０．１ｇ／Ｌ
～約１００ｇ／Ｌの濃縮物対希釈剤、約０．５ｇ／Ｌ～約１００ｇ／Ｌの濃縮物対希釈剤
、約１．０ｇ／Ｌ～約４．０ｇ／Ｌの濃縮物対希釈剤、又は約１．０ｇ／Ｌ～約２．０ｇ
／Ｌの濃縮物対希釈剤、の希釈率で希釈することができる。
【０１７３】
　別の態様において、使用組成物は、約０．０１～約１０質量％の濃縮組成物と約９０～
約９９．９９質量％の希釈剤とを含むか、又は約０．１～約１質量％の濃縮組成物と約９
９～約９９．９質量％の希釈剤とを含むことができる。
【０１７４】
　いくつかの態様において、使用方法は、グリセリンエーテルエトキシレートソルファク
タント化合物を、抗微生物及び／又は消毒の使用用途において用いる。例えば、本発明は
、微生物集団を低減させる方法及び／又は消毒する方法を含む。これらの方法は、物品上
、表面上、器械上、水又はガスの塊又は流れの中、などにおいて、その物品、表面、器械
、塊、又は流れに、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント化合物
又は組成物を接触させることによって、機能することができる。接触は、化合物又は組成
物の噴霧、化合物又は組成物への物品の含浸、化合物又は組成物を用いた物品の泡処理若
しくはゲル処理、又はこれらの組合せなどの、本発明の化合物又は組成物を適用するため
の無数の方法のうち任意のものを含むことができる。
【０１７５】
　いくつかの形態において、本発明の組成物は、食品生産物に関連した１種又はそれ以上
の食品媒介病原菌（特に限定されないが、ネズミチフス菌（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙ
ｐｈｉｍｕｒｉｕｍ）、サルモネラ・ジャビアナ（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｊａｖｉａｎ
ａ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、
リステリア菌（Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ）、及び大腸菌（Ｅｓｃ
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ｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）０１５７：Ｈ７、酵母、及びカビを含む）を死滅させるの
に有効な量の、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント化合物を含
む。いくつかの態様において、本発明の組成物は、医療表面及び環境に関連した１種又は
それ以上の病原菌（特に限定されないが、ネズミチフス菌（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙ
ｐｈｉｍｕｒｉｕｍ）、黄色ブドウ球菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ
）、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌、サルモネラ・コレラエスルス（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌ
ａ　ｃｈｏｌｅｒａｅｓｕｒｕｓ）、緑膿菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎ
ｏｓａ）、大腸菌（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、マイコバクテリア、酵母、及
びカビを含む）を死滅させるのに有効な量の、グリセリンエーテルエトキシレートソルフ
ァクタント化合物を含む。本発明の化合物又は組成物は、グラム陽性細菌（例えば、リス
テリア菌（Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ）又は黄色ブドウ球菌（Ｓｔ
ａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ））及びグラム陰性細菌（例えば、大腸菌（Ｅ
ｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）又は緑膿菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉ
ｎｏｓａ））、細菌、酵母、カビ、細菌胞子、ウイルスなどの広範な種類の微生物に対す
る活性を有する。本発明の化合物及び組成物は、上記したように、広範な種類のヒト病原
菌に対する活性を有する。本化合物及び組成物は、食品加工表面上、食品生産物の表面上
、食品生産物の洗浄又は加工に使用される水の中、医療表面上、又は医療環境中の、広範
な種類の微生物を死滅させることができる。
【０１７６】
　本発明の化合物は、例えば、表面若しくは対象物の上又は水の塊若しくは流れの中の、
微生物又はウイルス集団を低減させるために、種々の家庭用途又は工業的用途に使用する
ことができる。本化合物は、台所、浴室、工場、病院、歯科医院及び食品工場を含む種々
の場所で適用することができ、かつ、滑らかな、不規則な、又は多孔形状を有する、種々
の硬質又は軟質表面に適用することができる。適切な硬質表面には、例えば、建築物の表
面（例えば、床、壁、窓、シンク、テーブル、カウンター、及び看板）；食器；硬質表面
の医療用又は手術用の器械及び器具；及び硬質表面包装がある。このような硬質表面は、
例えば、セラミック、金属、ガラス、木材、又は硬質プラスチックを含む種々の材料から
作ることができる。適切な軟質表面には、例えば、紙；フィルター媒体；病院用及び外科
用のリネン製品及び衣服；軟質表面の医療用又は手術用の器械及び器具；及び軟質表面包
装がある。このような軟質表面は、例えば、紙、繊維、織布帛又は不織布帛、軟質プラス
チック及びエラストマーを含む種々の材料から作ることができる。本発明の化合物はまた
、食品及び皮膚（例えば手）などの軟質表面に適用することもできる。本化合物は、発泡
性又は非発泡性の環境消毒剤又は殺菌剤として使用することができる。
【０１７７】
　本発明の化合物及び組成物は、滅菌剤、消毒剤、殺菌剤、保存剤、脱臭剤、防腐剤、殺
真菌剤、殺病原体剤、殺胞子剤、殺ウイルス剤、洗浄剤、漂白剤、硬質表面クリーナー、
ハンドソープ、水なし手消毒剤、及び術前又は術後スクラブなどの製品に含まれることが
できる。
【０１７８】
　本化合物はまた、哺乳動物の皮膚トリートメントなどの獣医学的製品において、又は動
物の囲い、おり、給水ステーション、並びに検査テーブル及び手術室などの獣医学的処置
場所を消毒又は殺菌するための製品において、使用することができる。本化合物は、家畜
又は人のための抗微生物フットバスにおいて使用することができる。本発明の化合物はま
た、抗微生物乳首浸漬剤として使用することもできる。
【０１７９】
　いくつかの態様において、本発明の化合物は、ヒト、動物などの病原体などの病原性微
生物の集団を低減させるために使用することができる。本化合物は、真菌、カビ、細菌、
胞子、及びウイルス、例えば、黄色ブドウ球菌、大腸菌、連鎖球菌、レジオネラ菌、緑膿
菌、マイコバクテリア、結核菌、ファージ、などを含む病原体に対する活性を示す。この
ような病原体は、乳腺炎又は他の哺乳動物の搾乳疾患、結核などを含む、種々の疾患及び
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障害を引き起こす可能性がある。本発明の化合物は、動物の皮膚又は他の外部表面若しく
は粘膜表面上の微生物の集団を低減させることができる。さらに本化合物は、水、空気、
又は表面基質による移動を介して拡散する病原微生物を死滅させることができる。本化合
物は、動物の皮膚、他の外部表面若しくは粘膜表面、水、空気、又は表面に適用するのみ
でよい。
【０１８０】
　本抗微生物化合物はまた、表面の微生物集団を低減させるために食品及び植物種上で使
用するか；そのような食品及び植物種を取り扱う製造現場又は加工現場で使用するか；又
はそのような場所の周囲の加工水を処理するために使用することができる。例えば、本化
合物は、食品輸送ライン（例えば、ベルトスプレーとして）；ブーツ及び手洗いディップ
パン；食品貯蔵施設；抗腐敗空気循環システム；冷蔵及び冷却機器；飲料冷却機及び加温
機、ブランチャー、カッティングボード、サードシンク（ｔｈｉｒｄ　ｓｉｎｋ）エリア
、及び食肉のチラー又は熱湯処理器具で、使用することができる。本発明の化合物は、水
路、パイプ輸送、カッター、スライサー、ブランチャー、レトルトシステム、洗浄機、な
どで見られるような、農産物輸送水を処理するために使用することができる。本発明の化
合物で処理することができる具体的な食材は、卵、肉、種子、葉、果物、及び野菜を含む
。具体的な植物表面は、収穫された及び成長している、葉、根、種子、皮又は殻、茎、葉
柄、塊茎、球茎、果実などを含む。本化合物はまた、動物の死体を処理して、病原性及び
非病原性の両方の微生物のレベルを低減させるために使用してよい。
【０１８１】
　本抗微生物化合物はまた、廃水及び／又は他の工業用水源を処理するために使用するこ
とができ、ここでは、その抗微生物機能とその酸化特性の両方を利用することができる。
廃水を取り巻く微生物の問題とは別に、排水は、還元硫黄、窒素又はリンの悪臭化合物が
しばしば豊富である。いくつかの形態において、本発明は、石油及びガス作業を含む種々
の工業的プロセス及び産業における生物学的ファウリングを防止し、微生物増殖を制御し
、微生物汚染を排除し、液体システム中、プロセス水中、又はこのような液体システムと
接触する機器の表面上の生物学的ファウリングを制限若しくは防止するために、本ソルフ
ァクタント組成物を使用する方法を含む。本明細書中で言及したように、微生物汚染は、
種々の工業用液体システム（特に限定されないが、空気媒介性の汚染、水の補給、プロセ
スの漏れ、及び不適切に洗浄された機器を含む）で発生する可能性がある。別の形態にお
いて、種々の石油及びガス作業で使用される水における微生物の増殖を制御するために、
ペルオキシカルボン酸組成物が使用される。さらなる形態において、本組成物は、微生物
を制御又は排除するために、破砕流体に取り込むのに適している。本明細書に開示される
種々の工業的プロセスについて、「液体システム」は、生物学的ファウリングを受けるこ
とのできるかなりの量の液体を含む、少なくとも一つの人工的なアーチファクト内の氾濫
水又は環境を指し、これは、工業用液体システム、工業用水システム、液体プロセス流、
工業用液体プロセス流、工業用プロセス水システム、プロセス水用途、プロセス水、ユー
ティリティ水、製造で使用される水、工業的サービスで使用される水、水性液体流、２種
又はそれ以上の液相を含む液体流、及びこれらの任意の組合せを含むが、これらに限定さ
れない。
【０１８２】
　いくつかの形態において、本発明の化合物及び組成物は、食品サービス又は食品加工産
業における容器、加工施設、又は機器のクリーニング又は消毒において有用である。本化
合物及び組成物は、食品包装材料及び機器での使用について、特に低温又は高温無菌包装
のための使用について、特に価値がある。本発明の化合物を使用することができる加工施
設の例は、乳製品製造場、連続醸造システム、ポンプ輸送可能な食品システム及び飲料ラ
インなどの食品加工ラインなどを含む。食品サービス用品は、本発明の化合物で殺菌する
ことができる。例えば、本化合物は、用品洗浄機、低温用品洗浄機、食器、ボトル洗浄機
、ボトル冷却機、ウォーマー、サードシンク（ｔｈｉｒｄ　ｓｉｎｋ）洗浄機、切断場所
（例えば、水ナイフ、スライサー、カッター、及びのこぎり）、及び卵洗浄機の、上又は
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中で使用することもできる。具体的な処理可能な表面は、箱、瓶、フィルム、及び樹脂な
どのパッケージング；グラス、皿、台所用具、鍋、及びフライパンなどの食器；用品洗浄
機及び低温用品洗浄機；シンク、カウンター、テーブル、床、及び壁などの露出した食品
調理場所の表面；タンク、バット、ライン、ポンプ、及びホースなどの加工機器（例えば
、加工乳、チーズ、アイスクリーム、及び他の乳製品用の乳製品加工機器）；及び、輸送
車両を含む。容器は、ガラス瓶、ＰＶＣ又はポリオレフィンフィルムの袋、缶、種々の容
量（１００ｍｌ～２リットル等）のポリエステル、ＰＥＮ又はＰＥＴのボトル、１ガロン
ミルク容器、板紙のジュース又はミルク容器、などを含む。
【０１８３】
　本化合物及び組成物はまた、ヒーター、冷却塔、ボイラー、レトルト水、すすぎ水、無
菌包装洗浄水などの、他の工業機器の上又は中において、及び他の工業的プロセスの流れ
の中において、使用することもできる。本化合物は、プール、温泉、レクリエーション用
水路及びウォータースライド、噴水などの、レクリエーション用水中の微生物及び臭いを
処理するために使用することができる。
【０１８４】
　本化合物を含有するフィルターは、空気及び液体中の微生物の集団を低減させることが
できる。このようなフィルターは、レジオネラ菌などの水及び空気媒介性の病原体を除去
することができる。
【０１８５】
　本化合物は、ドレイン又は他の表面上の、微生物、ミバエ、又は他の昆虫の幼虫の集団
を低減させるために使用することができる。
【０１８６】
　本発明の化合物はまた、食品加工機器を使用溶液中に浸すこと、機器を消毒するのに十
分な時間、機器を浸漬すること、機器から過剰の溶液を拭き取るか又は排水すること、に
より、使用することもできる。本化合物はさらに、使用溶液で食品加工表面を噴霧するか
又は拭き取ること、表面を消毒するのに十分な時間、表面を濡れた状態に維持すること、
及び拭き取ること、垂直に排水すること、真空引きすることなどにより過剰の溶液を除去
すること、によって使用してもよい。
【０１８７】
　本発明の化合物はまた、施設用の機器、台所用具、食器、医療機器又は道具、及び他の
硬質表面などの硬質表面を消毒する方法において使用することもできる。
【０１８８】
　本抗微生物化合物は、種々の方法を使用して、微生物、又は汚れた表面若しくはクリー
ニングされた表面に適用することができる。これらの方法は、対象物、表面、塊、又は流
れに本発明の化合物を接触させることにより、対象物上、表面上、水又はガスの塊又は流
れの中、などで機能することができる。接触は、化合物の噴霧、化合物への対象物の浸漬
、化合物を用いた対象物の泡処理若しくはゲル処理、又はこれらの組合せなどの、化合物
を適用するための無数の方法のうち任意のものを含むことができる。
【０１８９】
　本発明の化合物向けの他の硬質表面クリーニング用途は、定置洗浄（ｃｌｅａｎ－ｉｎ
－ｐｌａｃｅ）システム（ＣＩＰ）、クリーンアウトオブプレース（ｃｌｅａｎ－ｏｕｔ
－ｏｆ－ｐｌａｃｅ）システム（ＣＯＰ）、洗浄除染機、滅菌機、布地洗濯機、ウルトラ
及びナノ濾過システム、及び室内空気フィルターを含む。ＣＯＰシステムは、洗浄タンク
、浸漬容器、モップバケツ、保持タンク、スクラブシンク、車両部品洗浄機、非連続バッ
チ式洗浄機及びシステム、などを含む、容易にアクセス可能なシステムを含むことができ
る。ＣＩＰシステムは、飲料、牛乳、ジュースなどの液体製品の流れを典型的に加工する
ために使用される、タンク、ライン、ポンプ、及び他のプロセス機器の内部構成要素を含
む。
【０１９０】
　いくつかの形態において、本発明は、このような化合物又は組成物を適用するのに適し
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た任意の方法又は装置を使用して、食品生産物に、グリセリンエーテルエトキシレートソ
ルファクタント又はこのソルファクタントを含有する組成物を接触させる方法を提供する
。例えば、いくつかの態様において、食品生産物は、本化合物の噴霧を用いて、本化合物
中への含浸によって、本化合物での泡処理もしくはゲル処理により、本発明の化合物に接
触させられる。噴霧、泡、ゲルを用いた、又は含浸による接触は、食品への抗微生物剤の
適用について当業者に周知の種々の方法により達成することができる。食品生産物への接
触は、野外、加工現場若しくは工場、車両、倉庫、店舗、レストラン、又は自宅などの、
食品生産物が見られ得る任意の場所において起こることができる。これらの同じ方法を、
他の対象物に本発明の化合物を適用するように適合させることもできる。
【０１９１】
　別の形態において、本発明のソルファクタント化合物は、飲料、食品、及び医薬材料（
フルーツジュース、乳製品、麦芽飲料、大豆製品、ヨーグルト、ベビーフード、ボトル入
り飲料水製品、お茶、咳止め薬、薬剤、及びソフトドリンクを含む）の製造に使用するこ
とができる。本発明の化合物は、そのような飲料の製造に使用される瓶、ポンプ、ライン
、タンク、及び混合機器を、消毒するか、殺菌するか、その殺胞子剤として機能するか、
又は滅菌するのに、使用することができる。さらに、本発明のソルファクタント化合物は
、無菌の低温充填作業で使用することができ、ここで、この作業において、食品、飲料、
又は医薬容器の内部は、充填する前に消毒又は滅菌される。このような作業においては、
典型的には、噴霧、浸漬、又は充填装置を使用して、容器の内部にスルホペルオキシカル
ボン酸化合物を、容器内の微生物集団を低減させるのに充分な時間、密接に接触させて、
容器を消毒性ソルファクタント化合物組成物に接触させることができる。次に、使用した
量の消毒剤又は滅菌剤を取り出し容器を空にすることができる。空にした後、容器を飲料
水又は滅菌水ですすぎ、再び空にすることができる。すすいだ後、容器に、飲料、食品、
又は医薬品を充填することができる。次に、容器は密封され、蓋をされ、又は閉じられ、
次に、最終的な販売のための出荷のためにパックすることができる。密封された容器は、
追加された微生物を死滅させるために、オートクレーブ処理又はレトルト処理することが
できる。
【０１９２】
　いくつかの形態において、本化合物はまた、汚染された物品、例えば布地の消毒に使用
することもできる。物品は、約４℃～８０℃の範囲の使用温度で、物品を消毒、殺菌、及
び／又は滅菌するのに有効な時間、本発明の化合物と接触させられる。いくつかの態様に
おいて、本発明の化合物は、約３０℃～約５０℃又は約４０℃の温度で、物品を漂白及び
／又は消毒するために使用することができる。例えば、いくつかの態様において、本発明
の化合物を、洗濯機の洗浄水又はすすぎ水中に注入し、布帛を消毒するのに充分な時間、
汚染された布帛に接触させることができる。いくつかの態様において、汚染された布帛は
、本発明の化合物及び組成物と、約５～約３０分間接触させられる。過剰の溶液は、その
後、布帛をすすぐこと又は遠心分離することにより除去することができる。
【０１９３】
　本発明の化合物及び組成物は、物品、例えば布地を処理するために単独で使用すること
ができるか、又は処理すべき物品に適した従来の洗浄剤と組み合わせて使用することがで
きる。本発明の化合物及び組成物は、種々の方法で、従来の洗浄剤と共に使用することが
でき、例えば、本発明の化合物及び組成物は、従来の洗浄剤と共に処方することができる
。他の態様において、本発明の化合物及び組成物は、従来の洗浄剤とは別個の添加剤とし
て、物品を処理するために使用することができる。別個の添加剤として使用する場合、本
発明の化合物及び組成物は、いつでも物品に接触して処理されることができる。例えば、
本発明の化合物及び組成物は、選択された洗浄剤に物品が接触する前、後、又は実質的に
同時に、物品に接触することができる。
【０１９４】
　本発明の化合物の濃縮又は使用濃度は、抗微生物化合物又はクリーニング化合物を対象
物に適用するための任意の従来法又は装置により対象物に適用するか、又は接触させるこ
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とができる。例えば、対象物は、本化合物又は本化合物から作製される使用溶液で、拭く
か、噴霧するか、発泡させるか、及び／又は含浸することができる。本化合物を、表面上
へ、噴霧させるか、発泡させるか、又は拭くことができる；本化合物は、表面一面に流す
ことができるか、又は表面を本化合物中に浸漬することができる。接触は、手動で又は機
械で行うことができる。食品加工表面、食品生産物、食品加工水若しくは輸送水などは、
液体、泡、ゲル、エアロゾル、ガス、ワックス、固体、又は粉末化安定化された本発明の
化合物、又はこれらの化合物を含有する溶液で、処理することができる。
【０１９５】
　いくつかの形態において、本発明の化合物は、種々の非クリーニング組成物に使用する
ことができ、その組成物としては、例えば、ソルファクタントの凝固点及び／又は融点特
性が所望される、塗料処方、接着剤、潤滑剤、冷却剤組成物、ガラス繊維サイジング組成
物、水処理組成物、掘削流体、ガスハイドレート抑制剤組成物、腐食抑制剤組成物、パー
ソナルケア組成物などがある。ソルファクタント化合物は、例えば少なくとも約－８０℃
を含む、非常に低い温度まで凝固点及び／又は融点を持たないという有益な特性を示す。
本発明の化合物は、低温でも凝固することなく、液体処方を維持することができる。
【０１９６】
　本明細書中の全ての刊行物及び特許出願は、本発明が関係する本技術分野の通常の技術
水準を示す。全ての刊行物及び特許出願は、あたかも個々の刊行物又は特許出願が具体的
かつ個別に示されたかのように、参照により組み込まれたのと同程度に、参照により本明
細書に組み込まれる。
【０１９７】
　当業者は、本明細書に記載の具体的な手順、態様、特許請求の範囲、及び実施例との多
くの同等物を、認識し、又は単なる日常的な実験のみを用いて確認することができるであ
ろう。このような同等物は、本発明の範囲内であるとみなされ、添付の特許請求の範囲に
より包含される。本出願の至る所で引用された全ての参考文献、特許、及び特許出願の内
容は、あたかも個々の刊行物又は特許出願が具体的かつ個別に示されたかのように、参照
により組み込まれたのと同程度に、参照により本明細書に組み込まれる。本明細書中の全
ての刊行物及び特許出願は、本発明が関係する本技術分野の通常の技術水準を示す。本発
明はさらに、以下の実施例によって例示されるが、これらは、さらなる限定であると解釈
されるべきではない。
【実施例】
【０１９８】
　本発明の態様は、以下の非限定的な実施例においてさらに定義される。これらの実施例
は、本発明の特定の態様を示しているが、これらは、例示のみを目的として与えられてい
るということが理解されるべきである。上記の考察及びこれらの実施例から、当業者は、
本発明の本質的な特徴を確認することができ、本発明の精神及び範囲から逸脱することな
く、本発明の態様の種々の変更及び修飾を行い、これを種々の用途及び条件に適合させる
ことができる。すなわち当業者には、本発明の態様の種々の修飾は、本明細書に示され記
載されたものに加えて、前述の説明から明らかであろう。このような修飾もまた、添付の
特許請求の範囲の範囲内に入ることが意図される。
【０１９９】
　実施例１
　本発明のグリセリンエーテルエトキシレートを製造するための最初のベンチ法は、エチ
レンオキシド（ＥＯ又はＣ2Ｈ4Ｏ）を使用して、グリセリンエーテル上でアルコール（エ
トキシル化に適した－ＯＨ基）と結合させ、新規界面活性剤を作製する、エトキシル化法
を使用した。最初の方法は、触媒反応のイミテーター（ｉｍｉｔａｔｏｒ）として水酸化
カリウム（ＫＯＨ）を使用した。水酸化カリウム、エチレンオキシド、及びグリセリンエ
ーテル前駆体を、加熱し加圧した反応器中で結合させ、エチレンオキシドと反応すること
のできるカチオン性アルコールを作製した。
【０２００】
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　使用したグリセリンエーテル前駆体は、以下の構造：
【化３２】

　（式中、ｎは１～２５であり、好ましくはｎは４～２０、好ましくはｎは６～１８であ
り、より好ましくはｎは１０～１２である）を有するグリシジルエーテルであった。グリ
シジルエーテルは、Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈから得たものであり、より大きな鎖長の
グリセリンエーテルの商業的利用可能性が限定されているため用いられた。グリシジルエ
ーテル（例えば、グリセリンエーテル前駆体）を、エポキシドの酸触媒性開環を介して、
対応するグリセリンエーテルに変換した。次に、得られる混合物を本発明のグリセリンエ
ーテルエトキシレートにエトキシル化した。
【０２０１】
　実施例１に従って製造されたグリセリンエーテルエトキシレートについて、ＮＭＲ解析
を行った。ＮＭＲは、界面活性剤並びに二量体種及びオリゴマー種の、対のエトキシル化
親水性尾部の存在を、グリセリンエーテル疎水性頭部の存在と共に、確認する。
【０２０２】
　実施例２
　種々の２－エチルヘキサノールグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントを
、ＫＯＨ触媒によるエトキシル化を用いて製造した。新規ソルファクタントの例示的セッ
トの種々の物理的及び化学的特性を表１に示す。
【０２０３】
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【表１】

【０２０４】
　表１に示されるように、界面活性剤の中でエトキシル化度が上昇するにつれて、グリセ
リンエーテルエトキシレートが、増加したモル数のエチレンオキシド（例えば、１、３、
５、７、９）を有し、対応して減少したパーセンテージの遊離アルコールを有するものと
して示されている。示されているように、ソルファクタント上でエチレンオキシドのモル
数が増加すると、ＥＯによりカバーされる２級アルコールのパーセンテージが９０％超（
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９ＥＯ界面活性剤で）まで増加する。
【０２０５】
　さらに、種々の溶液中のソルファクタントの曇り点データが示される。曇り点温度は、
それより高い温度では、界面活性剤に富む相が水溶液から分離する、温度を示す。グリセ
リンエーテルエトキシレートの曇り点と平均ＥＯ含量との間には、明確な関係が存在し；
ソルファクタントのエチレンオキシド含有量が増加すると、曇り点及び水溶性が上昇する
。分子上の炭素数が増加すると、同じ曇り点を保持するために、より多くのモル数のエチ
レンオキシドを分子に付加する必要がある。
【０２０６】
　実施例３
　本発明の２－エチルヘキサノールグリセリンエーテルエトキシレート（２ＥＨＧＥ）ソ
ルファクタントを、赤い汚れと黒い汚れとを試験するために調製したクリーニング組成物
中で、市販のＴｏｍａｄｏｌ（登録商標）エトキシル化アルコールと比較して分析した。
評価された処方は表２に示される。Ｔｏｍａｄｏｌ界面活性剤は、以下の構造が有する：
ＲＯ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）nＨ（ここで、Ｒは、直鎖アルコールから得られる疎水性部分であ
り、ｎはアルコール１モル当たりのエチレンオキシドの平均モル数である）。さらに、市
販のクリーニング組成物であるＳｕｐｅｒ　Ｅｘｃｅｌｌｎｅｔ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（Ｎ
ＰＥ９．５０）（Ｅｃｏｌａｂ　Ｉｎｃ．）もまた、比較組成物として使用した。エトキ
シル化アルコールの直接の代替物を提供するために、グリセリンエーテルエトキシレート
を用いて２ＥＨＧＥソルファクタント組成物を調製した。ここで、図１に示される種々の
処方で同じモル数のエチレンオキシドが使用された。
【０２０７】
【表２】

【０２０８】
　赤い汚れ除去試験
　約５０ｇのミネラルスピリット、約５ｇの鉱物油、約５ｇのモーターオイル、約２．５
ｇの黒色顔料分散物、及び約３７．５ｇのバンディブラッククレイを含む黒い汚れを調製
した。
【０２０９】
　複数の３インチ×３インチ（３”×３”）の白色ビニルタイルの、裏の溝付きの側を、
３”のスポンジはけを使用して、約０．７５ｇの黒色の試験汚れを用いて汚した。タイル
を室温で一晩乾燥させた。翌日、タイルを、約２００ｇのクリーニング組成物を含有する
浸漬トレー内に約２分間置いた。汚れ除去試験は、Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ　Ａｎａｌｙｔｉ
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ｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，　Ｉｎｃ．から入手可能な精密力付与器（Ｐｒｅｃｉ
ｓｉｏｎ　Ｆｏｒｃｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｏｒ）（ＰＦＡ）を用い、合成スポンジを用い
て行った。スポンジはあらかじめ水でぬらし、過剰の水を絞り出した後、約５０ｇの試験
組成物を染み込ませた。
【０２１０】
　次にタイルを、タイルの目をスポンジの動く方向に平行にしてＰＦＡ（後述）内に置い
た。次にタイルを、湿らせた合成スポンジで約２ポンドの圧力で４０回こすり、タイルを
１０回毎に９０度回転させて、タイルを完全に３６０度回転させた。次にタイルを水道水
ですすぎ、室温で一晩乾燥させた。黒い汚れ除去の平均パーセンテージ反射率変化は、次
式で計算された：
【数１】

【０２１１】
　図１は、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントを含有する種々のクリー
ニング組成物の黒い汚れクリーニング効力を、同等のエトキシル化アルコール（すなわち
Ｔｏｍａｄｏｌ）と比較するグラフを示す。さらなる対照組成物Ｓｕｐｅｒ　Ｅｘｃｅｌ
ｌｅｎｔ（ＮＰＥ９．５入り）（Ｅｃｏｌａｂ　Ｉｎｃ．）を試験した。グラフは、代替
物であるグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントが、同等のＴｏｍａｄｏｌ
系のクリーニング組成物と少なくとも実質的に同様のクリーニング効力を与えることを示
し、市販のエトキシル化アルコール界面活性剤の有効な代替物を提供するソルファクタン
トの適性を示している。
【０２１２】
　赤い汚れ除去試験
　ラード、油、タンパク質、及び酸化鉄（ＩＩＩ）（カラー用）からなる赤色汚れを調製
した。約３０ｇのラードを、約３０ｇのコーン油、約１５ｇの粉末全卵、及び約１．５ｇ
のＦｅ2Ｏ3と一緒にした。
【０２１３】
　複数の３インチ×３インチ（３”×３”）の白色ビニルタイルの裏の溝付きの側を、３
”のスポンジはけを使用して、約０．７５ｇの赤色汚れで汚した。タイルを室温で一晩乾
燥させた。このインキュベーション期間は、汚れ中のトリグリセリドとタンパク質とを一
緒に保持する結合に、結晶化及び連結を開始させた、と考えられる。翌日、タイルを、約
２００ｇの試験組成物を含有する浸漬トレー内に約１分間置いた。
【０２１４】
　汚れ除去試験は、Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ　Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ
ｓ，　Ｉｎｃ．から入手可能な精密力付与器（Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ　Ｆｏｒｃｅ　Ａｐｐ
ｌｉｃａｔｏｒ）（ＰＦＡ）を用いて、合成スポンジを用いて行った。ＰＦＡは、例えば
速度、繰り返し回数、サイクル間の時間、などの、種々のパラメータを制御するコンピュ
ータとインターフェースされていることを除いては、ガードナー直線装置（Ｇａｒｄｎｅ
ｒ　Ｓｔｒａｉｇｈｔｌｉｎｅ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ）と類似している。合成スポンジは
あらかじめ水でぬらし、過剰の水を絞り出した後、約５０ｇの試験組成物を染み込ませた
。次にタイルを、タイルの目をスポンジの動く方向に平行にして、ＰＦＡ内に置いた。タ
イルを、湿らせた合成スポンジで約２ポンドの圧力で１６回こすり、タイルを４回毎に９
０度回転させて、タイルを完全に３６０度回転させた。次にタイルを水道水ですすぎ、室
温で一晩乾燥させた。汚れたタイルと洗浄されたタイルのＨｕｎｔｅｒ　Ｌａｂ　Ｌ*反
射率を測定した。汚れたタイルのＬ*反射率の値は、次式で表される。
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【数２】

　ここで、３．３８、９２．１、及び２４．７４は定数である。洗浄されたタイルのＬ*
反射率の値は、次式で表される。

【数３】

【０２１５】
　次に、パーセント汚れ除去は以下のように計算した：
【数４】

【０２１６】
　組成物を、２つの基準に基づいて評価した。まず組成物を、赤い汚れの許容量が、低濃
度（すなわち、４オンス／ガロン）、中間濃度（すなわち、８オンス／ガロン）、及び高
濃度（すなわち、１６オンス／ガロン）で除去されたかどうかを決定して評価した。１８
％活性物質で、低濃度で少なくとも約７１％の赤い汚れ、中間濃度で少なくとも約７９％
の赤い汚れ、及び高濃度で少なくとも約８６％の赤い汚れを組成物が除去した場合、組成
物は、許容可能なレベルで機能していると見なされた。
【０２１７】
　図２は、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントを含有する種々のクリー
ニング組成物の赤色汚れクリーニング効力を、同等のエトキシル化アルコール（すなわち
Ｔｏｍａｄｏｌ）と比較するグラフを示す。さらなる対照組成物Ｓｕｐｅｒ　Ｅｘｃｅｌ
ｌｅｎｔ（ＮＰＥ９．５入り）（Ｅｃｏｌａｂ　Ｉｎｃ．）を試験した。グラフは、代替
物であるグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントが、同等のＴｏｍａｄｏｌ
系のクリーニング組成物と少なくとも実質的に同様のクリーニング効力を与えることを示
しており、市販のエトキシル化アルコール界面活性剤の有効な代替物を提供するソルファ
クタントの適性を示している。
【０２１８】
　実施例４
　Ｇｌｅｗｗｅ発泡計を用いて、市販のエトキシル化アルコールと比較して、エトキシル
化グリセリンエーテルソルファクタントについて泡試験を行った。Ｇｌｅｗｗｅ発泡計は
、静的試験ではなく動的な泡試験を提供し、これは工業的条件のシミュレーションにより
適切であると考えられている。Ｇｌｅｗｗｅ泡試験用の装置及び一般的な手順は、米国特
許第３，８９９，３８７号及び５，４４７，６４８号（これらは、その全体が参照するこ
とにより本明細書に組み込まれる）に記載されている。発泡計それ自体は、サーモスタッ
トリザーバーと、発泡傾向を有する水性媒体を再循環させるポンプとからなる。リザーバ
ー内の表面に衝突する水流の作用により発生する泡が、泡形成を引き起こす。
【０２１９】
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　試験した組成物の泡の高さを、以下の方法を用いて決定した。まず水道水３０００ｍＬ
（例えば１７ｇｐｇ）を、Ｇｌｅｗｗｅシリンダーに充填した。ポンプのスイッチを入れ
、圧力を６ｐｓｉに調整し、水を１４０°Ｆに加熱した。市販の界面活性剤（又は本発明
のソルファクタント）を、シリンダー内に５０ｐｐｍで添加し、タイマーを始動させた。
１分後と５分後に泡の高さを記録した。５分後、ポンプを停止し、泡の安定性特性を観察
した。次にシリンダーを排水し、すすぎ、そして、この方法を繰り返した。結果を表３に
示す。
【０２２０】
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【表３】

【０２２１】
　結果：表３に示されるように、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファク
タントは有益なことに、高い泡を生成せず、このことは、少なくとも実質的に同様のクリ
ーニング性能を提供する。ソルファクタントの低い泡は、「観察」中で説明されており、
ここで、泡の高さが「不安定」であり、すぐに泡の無い高さまで崩壊する。種々の用途、
例えば洗濯及び用品洗浄用途などにおいて、泡の低い又は泡の無いクリーニング組成物が
好ましい。有益なことに、エトキシル化グリセリンエーテルソルファクタントは、Ｔｏｍ
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ａｄｏｌ　１－Ｘシリーズのエトキシル化アルコール界面活性剤と比較して、有意に少な
い泡を生成した。
【０２２２】
　実施例５
　グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントの低発泡性の利点に加えて、この
化合物はさらに、エトキシル化アルコール界面活性剤と比較して、より低い粘度を与える
。表４に示した布地／洗濯クリーニング組成物の比較粘度を分析した。
【０２２３】
【表４】

【０２２４】
　Ｔｏｍａｄｏｌ処方とソルファクタント（２エチルヘキシルグリセリンエーテル）処方
の粘度測定を、ブルックフィールド粘度計を用いて行い、流体の層を他の層に対して移動
させた時に生じる流体摩擦を測定した（ポアズで測定した）。ブルックフィールド粘度計
は、既知の方法に従って、流体中でスピンドルを回転させるのに必要な力を測定すること
により、粘度を測定する（Ｖｉｓｃｏｓｉｔｙ－Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＴＰ－ＡＡＴＭ
－１０５Ａ－ｂ、２００６　Ｅｄｉｔｉｏｎ）。
【０２２５】
　粘度計を設定し、一定の読み取りで読んで、スピンドル（＃３）の速度をセンチポアズ
で得た。評価された処方からセンチポアズの測定値を得るために、プロピレングリコール
（例えば、溶媒）を除去し、水洗浄液を総量１００質量％になるように戻した。Ｔｏｍａ
ｄｏｌ処方は４３８ｃｐｓと測定され、一方ソルファクタントは５ｃｐｓと測定された。
ソルファクタントの粘度は、最小の測定可能粘度を有する水と同様であった。しかし、Ｔ
ｏｍａｄｏｌ処方の粘度は、注ぐことが不可能なものであった。
【０２２６】
　これらの結果は、２エチルヘキシルグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタン
トを含む、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントによって提供される予想
外の溶媒型の利点を証明する。ソルファクタントは、粘度の実質的な上昇無しで、より濃
縮された処方を生成するのに適したその使用を示す。ソルファクタントのこの属性は、注
ぐことが可能な及び／又は流動性を有する、高度に濃縮された処方を維持するために、決
定的に重要である。
【０２２７】
　実施例６
　実施例５及び６に示されるグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントの低発
泡プロファイル及び低粘度を、従来のエトキシル化アルコール（例えばＴｏｍａｄｏｌ界
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面活性剤）のゲル曲線とさらに比較した。グリセリンエーテルエトキシレートソルファク
タント２エチルヘキシルグリセリンエーテル（種々のモル数のエチレンオキシドを有する
）を表５に示すように評価して、どの濃度で、水とゲルが生成するかを決定した。
【０２２８】
【表５】

【０２２９】
　表５に示されるように、ソルファクタントと水の比率に関係なく、ゲルは形成されてい
ない。これは、界面活性剤：Ｔｏｍａｄｏｌ　１－５（図３Ａ）、Ｔｏｍａｄｏｌ　２３
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－５（図３Ｂ）、Ｔｏｍａｄｏｌ　２５－９（図３Ｃ）のゲル曲線のグラフを示す例示の
図３Ａ～３Ｃに示されている、市販品エトキシル化アルコール界面活性剤（Ｔｏｍａｄｏ
ｌシリーズ）との大きな違いである。ゲル曲線は、それ以上の温度で界面活性剤がゲルを
形成する温度と、ゲルを形成する対応する濃度範囲とを示す。
【０２３０】
　図３Ａ～３Ｃに示されるゲル曲線は、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソル
ファクタントとの大きな違いを表し、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルフ
ァクタントは、表５に関して記載されているように、いずれの濃度下でも水とゲルを形成
しない。
【０２３１】
　実施例７
　例えば、食器洗浄／用品洗浄洗浄剤、自動食器用洗浄剤、すすぎ添加剤、手の洗浄剤、
ハンドソープ、空気清浄剤、洗濯物（例：布地）洗浄剤、工業水処理剤、化粧品、殺菌剤
、脱脂剤、硬質表面クリーナー、及び／又は可溶化剤、消毒剤、汚れ除去剤、床クリーナ
ー、自動床スクラバー、ＣＩＰ洗浄剤、乳首浸漬剤、ボウルクリーナー（例えばトイレボ
ウルクリーナー）などを含む、広範な種類のクリーニング組成物及び用途において、処方
と効力について、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントを評価した。
【０２３２】
　本発明の種々の例示的なグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタント組成物の
、適切な非限定的処方は、以下の表６～８に記載される。
【０２３３】

【表６】

【０２３４】
　従来のエトキシル化アルコール界面活性剤を、本発明のグリセリンエーテルエトキシレ
ートソルファクタントで直接代替して、表６に示される例示的で非限定的なソルファクタ
ント脱脂剤組成物を処方した。有益なことに、ソルファクタント組成物は、従来のエトキ
シル化アルコール界面活性剤組成物を上回るレベルに濃縮させることができる、低発泡性
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る。
【０２３５】
【表７】

【０２３６】
　従来の溶媒材料エチランＨＢ４の代替物としてソルファクタントを用いて、表７に示さ
れる例示的で非限定的なソルファクタント硬質表面クリーニング／可溶化組成物を処方し
た。注目すべきことに、本発明のソルファクタントの溶媒ベースの特性のために、グリセ
リンエーテルエトキシレートソルファクタントは、低濃度で溶媒を代替した。本発明の特
定の利益及び／又は理論に限定されないが、グリセリンエーテルエトキシレートソルファ
クタントの溶媒ベースの特性は、溶媒とヒドロトロープの両方として、より効率的な処方
及び相互作用を可能にする。この例示的な処方において、ソルファクタントは、従来の溶
媒エチランＨＢ４より低い濃度を用いて、水に不溶性の溶媒（例えば、Ｄ－リモネン）を
、容易に溶液中に持ち込む。さらに、ソルファクタント組成物は、従来のエトキシル化ア
ルコール界面活性剤組成物と少なくとも実質的に同様のクリーニング効力を提供する。
【０２３７】
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【表８】

【０２３８】
　従来のアルコールエトキシレート界面活性剤の代替物としてソルファクタントを用いて
、表８に示される例示的で非限定的なソルファクタント洗濯洗剤組成物を処方した。ソル
ファクタント組成物は、従来のエトキシル化アルコール界面活性剤組成物と少なくとも実
質的に同様のクリーニング効力を提供し、これは実施例においてさらに示されている。
【０２３９】
　実施例８
　５００ｐｐｍの水酸化ナトリウム（例えば苛性）、及び示された従来のＳｕｒｆｏｎｉ
ｃ（登録商標）界面活性剤又は本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタ
ント、を使用する洗濯洗剤組成物を評価した。ターゴトメーター（ｔｅｒｇｏｔｏｍｅｔ
ｅｒ）試験手順を使用して、本発明の試験組成物の洗浄力を測定した。５００ｍＬのポッ
トを有するターゴトメーターと水浴とを使用した。まず、試験で使用されるロット番号の
未洗浄の布きれを、コニカミノルタ分光光度計モデルＣＭ－３６００ｄで読み取って、平
均初期（洗浄前）Ｌ値を確定する。各布きれタイプのサンプルが使用される。所望の洗浄
温度がターゴトメーターにプログラムされ、その温度までその水浴が加熱される。５００
ｍＬの所望の水タイプを各ターゴトメーターポットに添加し、所望の温度に平衡化させる
。
【０２４０】
　表９に示すように、以下の標準的な市販の（ＥＭＰＡ）汚れた布きれを、実施例におけ
るベースライン試験に使用した。
【０２４１】
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【表９】

【０２４２】
　試験洗剤組成物を秤量し、ターゴトメーターポットに添加する。表１０～１１に示され
るように、種々の洗剤組成物を、変動する水の条件下（５グレインの水（表１０）及び１
７グレインの水（表１１）を含む）で使用した。
【０２４３】
　洗剤系を１０分間攪拌して混合し、水源に溶解した。撹拌／混合速度ＲＰＭを２００に
調整した。以下に記載する図面／実施例において、特に別の指定がない限り、水に溶解し
た洗剤組成物の温度は６０℃であった。洗剤系への曝露時間の差を最小にするために、布
きれを、左から右への順で、それらそれぞれのポットに迅速に添加する。洗浄運転は、少
なくとも１０分間行われる。運転終了時に、鉗子を用いて、布きれを左から右への順で迅
速にポットから取り出し、５００ｍＬ～１リットルの冷水中に移してすすぐ。冷水道水で
すすいだ後、布きれを絞って布きれから過剰の水を除去した。すすぎと過剰の水を絞るこ
とを伴うこのプロセスを、少なくともさらに２回繰り返した。布きれを、実験台上のビザ
ナプキン（ｖｉｓａ　ｎａｐｋｉｎ）又は紙タオル上で空気乾燥した。
【０２４４】
　布きれを次にＨｕｎｔｅｒＬａｂ　Ｃｏｌｏｒ　Ｑｕｅｓｔで読み取り、初期（洗浄前
）Ｌ値と最終Ｌ値（洗浄後）との差から、％汚れ除去（すなわち白色度）を算出した。パ
ーセント汚れ除去＝（Ｌ後－Ｌ初期）／（９６－Ｌ初期）＊１００は、Ｌ＊として表され
る。
【０２４５】
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【表１０Ａ】

【０２４６】
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【表１０Ｂ】

【０２４７】
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【表１１Ａ】

【０２４８】
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【表１１Ｂ】

【０２４９】
　表１０～１１に示されるように、ソルファクタント洗濯洗剤組成物は、従来のＳｕｒｆ
ｏｎｉｃ（登録商標）系の組成物と、少なくとも実質的に同様のクリーニング効力を提供
した。有益なことに、このクリーニング効力に加えて、ソルファクタントはさらに、ソル
ファクタントの使用により生じる低粘度に起因し、洗濯処方の濃度上昇を可能にする。
【０２５０】
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　実施例９
　グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントはまた、表１２の濃縮物処方に示
されるように、４級アンモニウムカチオンを使用する消毒組成物中に処方された。
【０２５１】
【表１２】

【０２５２】
　ソルファクタントは赤い汚れと黒い汚れの両方に有益なクリーニングを提供することが
示されている（実施例４参照）ため、４級アンモニウムカチオンを有する消毒組成物中へ
のさらなる処方は、単一の組成物で同時のクリーニングと消毒とを可能にする追加の利点
を提供する。本発明の具体的な理論及び／又は作用機構に限定されないが、このソルファ
クタント系のクワット組成物は、エトキシル化アルコール（例えばＴｏｍａｄｏｌ）及び
種々の他の界面活性剤クラスで起きるように、４級アンモニウムカチオンとミセルを形成
しない。さらに、例えばＣＩＰクリーニング及び／又は消毒組成物を含む、本発明の種々
の処方は、本発明のソルファクタントのさらなる利点（すなわち、ゲルを形成すること及
び／又は粘度が高くなり過ぎることのない、グリセリンエーテルエトキシレートの高度に
濃縮された使用）を示す。代わりに、本組成物は、さらに濃縮することのできる、流動性
を有する及び／又は注ぐことが可能な組成物を提供する。
【０２５３】
　実施例１０
　表１３に示されるように、グリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントの水溶
性を、同程度のエトキシル化度（例えば、エトキシル化モル数）を有する従来のアルコー
ルエトキシレート界面活性剤と比較した。
【０２５４】
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【表１３】

【０２５５】
　実施例１１
　表１に記載された種々の２－エチルヘキサノールグリセリンエーテルエトキシレートソ
ルファクタントについて、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）を行った。ＤＳＣは、新規ソルフ
ァクタントの例示的なセットの追加の特性（すなわち、分子の凝固点）を評価した。
【０２５６】
　使用したＤＳＣは、液体の凝固点又は融点を測定するために、－８０℃まで測定するこ
とができる。図４Ａ～４Ｅに示されるように、すべての評価されたグリセリンエーテルエ
トキシレート（２－エチルヘキサノールグリセリンエーテルエトキシレート（１モル）（
図４Ａ）、２－エチルヘキサノールグリセリンエーテルエトキシレート（３モル）（図４
Ｂ）、２－エチルヘキサノールグリセリンエーテルエトキシレート（５モル）（図４Ｃ）
、２－エチルヘキサノールグリセリンエーテルエトキシレート（７モル）（図４Ｄ）、及
び２－エチルヘキサノールグリセリンエーテルエトキシレート（９モル）（図４Ｅ）を含
む）は、測定された－８０℃まで凝固することなく液体のままであった。これは、非常に
高い融点を持つ従来のアルコールエトキシレート（同程度のエトキシル化を有する）とは
明確に異なる。例えば、多くの従来のアルコールエトキシレート界面活性剤は、室温以上
の融点を有し、室温で固体の状態である組成物を与える。さらに、当業者は確認できるよ
うに、より多くのエチルオキシド（ｅｔｈｙｌ　ｏｘｉｄｅ）を標準アルコールエトキシ
レートに付加させると、融点はより高くなる。これは、表１に記載した２－エチルヘキサ
ノールグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントを含む、本発明のソルファク
タントとは明確に異なる。例えばＴｏｍａｄｏｌ　２４－９は室温で固体であるが、同等
の２ＥＨＧＥ　９モルは室温で液体である。
【０２５７】
　このデータは、本発明のソルファクタントのさらに有益な特性（すなわち、低温処方に
おけるその安定性）を証明している。従来のエトキシル化アルコール界面活性剤とは異な
り、本発明のグリセリンエーテルエトキシレートソルファクタントは、低温下での広範囲
の処方及び使用用途に含まれることができる。
【０２５８】
　上記明細書は、開示された組成物及び方法の製造及び使用の説明を提供する。本発明が
このように記載されていることから、本発明が多くの方法で変更され得ることは明らかで
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、全てのこのような修飾は、以下の特許請求の範囲内に含まれることが意図される。
　本発明の実施態様の一部を以下の項目１－２１に列記する。
[１]
　以下の式の化合物を含むソルファクタント組成物：
【化３３】

[２]
　Ｒzが、１～２５個の炭素原子を有する分岐鎖又は直鎖アルキル基である、項目１に記
載の組成物。
[３]
　Ｒzが、１～２５個の炭素原子を有する分岐鎖又は直鎖アルキル基であり、いかなる濃
度の水と一緒にしてもゲルを形成しない、項目１に記載の組成物。
[４]
　ｎ1及び／又はｎ2が１～２５であり、かつ該界面活性剤組成物の２つのエトキシル化尾
部間でエトキシル化度が変動し得る、項目１に記載の組成物。
[５]
　ｎ1及び／又はｎ2が１～１０であり、かつ該ソルファクタントが、約２００～約１０，
０００の分子量を有し、アルコールエトキシレートの置換物である、項目４に記載の組成
物。
[６]
　該化合物が以下の式のうち１つを有する、項目１に記載の組成物：

【化３４】

　（式中、Ｒzは１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｍ1

及び／又はｍ2は１～２５である）、又は
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【化３５】

　（式中、Ｒzは１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｎ1

及び／又はｎ2は１～２５であり、ｍ1及び／又はｍ2は１～２５である）、又は

【化３６】

　（式中、Ｒzは１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｎ1

及び／又はｎ2は１～２５であり、ｍ1及び／又はｍ2は１～２５である）。
[７]
　以下の式の化合物を含むソルファクタント組成物：

【化３７】

　（式中、Ｒzは１～２５個の炭素原子を有する分岐鎖又は直鎖アルキル基であり、
　ｎ1及び／又はｎ2は１～２０であり、
　該界面活性剤の分子量は約２００～約１０，０００であり、
　該化合物は、少なくとも部分的に水溶性である）。
[８]
　Ｒzが、１～２０個の炭素原子を有する分岐鎖又は直鎖アルキル基である、項目７に記
載の組成物。
[９]
　該界面活性剤組成物の２つのエトキシル化尾部間でエトキシル化度が変動する、項目７
に記載の組成物。
[１０]
　ｎ1及び／又はｎ2が１～２５である、項目７に記載の組成物。
[１１]
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　該化合物が以下の式のうち１つを有する、項目７に記載の組成物：
【化３８】

　（式中、Ｒzは１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｍ1

及び／又はｍ2は１～２５である）、又は

【化３９】

　（式中、Ｒzは１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｎ1

及び／又はｎ2は１～２５であり、ｍ1及び／又はｍ2は１～２５である）、又は

【化４０】

　（式中、Ｒzは１～２０個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基であり、ｎ1

及び／又はｎ2は１～２５であり、ｍ1及び／又はｍ2は１～２５である）。
[１２]
　表面、物品、及び／又は基質に、項目７のソルファクタント又は項目７のソルファクタ
ントを含有する組成物を接触させることを含む、ソルファクタントを使用する方法。
[１３]
　該ソルファクタントが、界面活性剤、酸化剤、４級アンモニウム化合物、安定剤、キレ
ート剤、ヒドロトロープ、溶媒、希釈剤、酸性化剤、皮膚軟化剤、染料、顔料、及びこれ
らの組合せからなる群から選択される１種以上の物質と一緒にされる、項目１２に記載の
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[１４]
　該表面に、０．１ｇ／Ｌ～１００ｇ／Ｌに希釈された濃縮物を有する該ソルファクタン
トを含有する組成物の使用溶液が接触させられる、項目１２に記載の方法。
[１５]
　該ソルファクタントが使用組成物中に提供される、項目１２に記載の方法であって、前
記組成物が、硬質表面クリーニング組成物、洗濯洗剤クリーニング組成物、用品洗浄洗浄
剤組成物、すすぎ添加剤組成物、ハンドケア洗浄剤組成物、空気清浄組成物、殺菌組成物
、車両クリーニング組成物、脱脂組成物、床クリーニング組成物、及びＣＩＰ洗浄剤組成
物からなる群から選択される、方法。
[１６]
　使用組成物が、約４℃～約６０℃の温度で適用される、項目１２に記載の方法。
[１７]
　該表面が、床、カウンタートップ、シンク、又は他の建築物の硬質表面である、項目１
２に記載の方法。
[１８]
　該物品又は表面が、セラミック、ガラス、金属、木材、又は硬質プラスチックである、
項目１２に記載の方法。
[１９]
　該基質が布帛又は布地である、項目１２に記載の方法。
[２０]
　該ソルファクタントを含有する該組成物が、ゲル、液体、泡、エアロゾル、ガス、ワッ
クス、固体、及び粉末を含む群から選択される形態である、項目１２に記載の方法。
[２１]
　該ソルファクタントを含有する該組成物が、抗微生物剤、滅菌剤、消毒剤、殺菌剤、保
存剤、脱臭剤、防腐剤、殺真菌剤、殺病原体剤、殺胞子剤、殺ウイルス剤、洗浄剤、漂白
剤、硬質表面クリーナー、ハンドソープ、水なし手消毒剤、術前又は術後スクラブ、獣医
学的製品、食品及び／又は加工処理製品、植物及び／又は加工処理製品、水処理剤、工業
的プロセス処理剤、布地洗浄剤、塗料、接着剤、潤滑剤、冷却剤、ガラス繊維サイジング
組成物、掘削流体、ガスハイドレート阻害剤、腐食抑制剤、パーソナルケア組成物などで
ある、項目１２に記載の方法。
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